
神
亀
五
年
・
天
平
二
年
の
「
学
制
改
革
」
に
関
す
る
基
礎
的
考
察

桑

田

司

也

【
要
約
】
　
神
亀
五
年
・
天
平
二
年
の
学
制
改
革
は
、
古
代
学
制
の
基
本
構
造
を
規
定
し
た
も
の
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
に
何
が
行

わ
れ
た
か
に
つ
い
て
十
分
な
見
解
の
一
致
を
み
て
お
ら
ず
、
改
革
の
性
格
や
背
景
に
つ
い
て
も
検
討
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
ま
ず
、
事

実
関
係
の
再
検
討
を
行
い
、
神
亀
五
年
に
は
大
学
寮
に
律
学
博
士
二
曲
と
直
講
四
人
が
置
か
れ
た
の
み
で
あ
る
こ
と
、
天
平
こ
年
に
至
っ
て
大
学
寮
に
文

章
学
士
一
人
と
明
法
生
十
人
・
文
章
生
二
十
入
が
置
か
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
天
平
二
年
創
設
の
得
業
生
制
度
は
、
は
じ
め
大
学
寮
の
み

を
対
象
と
し
て
立
案
さ
れ
た
が
、
陰
陽
寮
・
典
薬
寮
に
も
適
用
す
る
よ
う
修
正
を
受
け
て
成
立
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
次
に
、
改
革
の
性
格
や
背
景
に

つ
い
て
検
討
を
行
い
、
神
亀
五
年
改
革
は
以
前
か
ら
置
か
れ
て
い
た
令
外
の
教
官
に
つ
い
て
法
整
備
し
た
も
の
で
、
大
き
な
実
態
の
変
化
を
伴
わ
な
か
っ

た
こ
と
、
天
平
二
年
改
革
の
背
景
に
は
、
大
学
寮
・
陰
陽
寮
・
典
薬
寮
に
よ
る
技
能
官
人
育
成
制
度
の
機
能
不
全
が
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
九
二
巻
三
号
　
二
〇
〇
九
年
五
月

は
　
じ
　
め
　
に

大
宝
令
に
規
定
さ
れ
た
日
本
古
代
国
家
の
学
制
は
、
そ
の
施
行
か
ら
約
三
十
年
後
、
神
亀
五
年
（
七
二
八
）
・
天
平
二
年
（
七
三
〇
）
に
大
き

く
変
容
し
た
。
ま
ず
、
大
学
寮
に
律
学
博
士
二
人
・
明
法
生
曲
事
か
ら
成
る
明
法
科
と
、
文
章
学
士
一
人
・
文
章
生
二
十
人
か
ら
成
る
文
章
科

が
薪
設
さ
れ
、
式
部
省
試
の
種
類
と
学
科
編
成
が
ほ
ぼ
一
対
一
に
対
応
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
本
科
（
明
経
科
）
に
は
教
官
が
拡
充
さ
れ
、
助
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博
士
の
下
に
直
壁
が
置
か
れ
た
。
ま
た
、
得
業
生
制
度
が
創
設
さ
れ
、
少
数
の
優
秀
な
学
生
に
学
資
と
し
て
衣
食
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
得
業
生
は
、
大
学
寮
に
十
人
、
陰
陽
寮
に
七
人
、
典
薬
寮
に
三
人
が
置
か
れ
た
。

　
神
亀
五
年
・
天
平
二
年
の
い
わ
ゆ
る
「
学
制
改
革
」
は
、
そ
の
後
の
学
制
の
構
造
を
規
定
し
た
点
で
き
わ
め
て
重
要
で
あ
り
、
今
ま
で
に
多

く
の
研
究
が
こ
れ
に
雷
及
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
神
亀
五
年
・
天
平
二
年
そ
れ
ぞ
れ
の
年
に
具
体
的
に
何
が
行
わ
れ
た
の
か
、
と
い
う

点
に
つ
い
て
は
、
神
亀
五
年
七
月
二
十
一
日
三
連
（
以
下
、
神
亀
五
年
勅
と
よ
ぶ
）
・
天
平
二
年
三
月
二
十
七
日
付
太
政
官
奏
（
以
下
、
天
平
二
年

官
奏
と
よ
ぶ
）
を
は
じ
め
と
す
る
基
本
史
料
の
問
に
少
な
か
ら
ざ
る
内
容
・
字
句
の
異
同
が
存
す
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
十
分
な
見
解
の
一
致
を

み
て
い
な
い
。
ま
た
そ
れ
ゆ
え
に
、
な
ぜ
こ
の
時
期
に
こ
の
よ
う
な
制
度
的
改
変
が
行
わ
れ
た
の
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
、
漠
然
と
し
た

説
明
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
依
然
と
し
て
検
討
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
、
｝
見
す
る
と
年
代
の
近
い
こ
れ
ら
二
つ
の
改
革
を
、

一
連
の
も
の
と
捉
え
る
こ
と
は
妥
当
な
の
だ
ろ
う
か
。

　
本
稿
は
、
神
亀
五
年
と
天
平
二
年
の
学
制
改
革
が
も
つ
本
来
の
性
格
と
そ
の
歴
史
的
背
景
を
明
ら
か
に
し
ょ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
ず

第
～
章
・
第
二
章
で
、
関
係
史
料
を
丹
念
に
読
み
直
す
作
業
を
通
じ
て
、
基
礎
的
な
事
実
関
係
を
検
討
し
直
す
。
第
一
章
で
は
、
明
法
生
・
文

章
生
、
及
び
文
章
学
士
の
設
置
年
次
に
つ
い
て
再
考
す
る
。
第
二
章
で
は
、
神
亀
五
年
勅
が
『
弘
仁
格
』
に
収
め
ら
れ
る
過
程
を
復
原
し
、
天

平
二
年
官
奏
か
ら
得
業
生
制
度
創
設
の
経
緯
を
抽
出
す
る
。
そ
れ
ら
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
第
三
章
で
、
神
亀
五
年
・
天
平
二
年
そ
れ
ぞ
れ
の

改
革
の
性
格
や
背
景
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
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第
【
章
　
明
法
科
と
文
章
科

第
【
節
　
明
法
生
・
文
章
生
の
設
置
年
次

明
法
生
・
文
章
生
の
設
置
年
次
に
つ
い
て
は
、
神
亀
五
年
か
天
平
二
年
か
で
見
解
が
分
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
主
と
し
て
、
神
亀
五
年
勅
の



神亀五年・天平二年の「学制改革」に関する基礎的考察（桑閉）

解
釈
の
違
い
に
起
因
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
　
門
史
料
一
】
魍
類
聚
三
代
格
』
巻
四
　
加
減
諸
司
富
員
井
廃
置
事

　
　
勅

　
　
大
学
寮

　
　
　
律
学
博
士
二
人
　
直
講
三
人

　
　
　
文
章
学
士
～
人
生
廿
人

　
　
以
前
、
一
事
已
上
同
二
助
博
士
幻

　
　
　
　
神
亀
五
年
七
月
廿
一
日

　
神
亀
五
年
勅
で
問
題
と
さ
れ
て
き
た
の
は
、
「
生
血
人
」
と
い
う
記
載
で
あ
る
。
「
生
」
は
明
ら
か
に
生
徒
を
指
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
コ

事
已
上
同
二
助
博
士
こ
（
す
べ
て
の
こ
と
に
関
し
て
助
博
士
に
同
じ
待
遇
と
す
る
）
と
合
わ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
今
ま
で
に
提
示
さ
れ
て
い
る
「
生
廿
人
」
の
解
釈
は
、
大
き
く
三
つ
あ
る
。
一
つ
目
は
、
こ
れ
を
辻
町
と
み
る
説
で
、
『
令
集
解
』
葛
引
の

天
平
二
年
官
奏
（
後
掲
【
史
料
四
】
）
に
「
明
法
生
十
人
、
文
章
生
二
十
人
」
と
あ
る
の
に
従
い
、
明
法
生
と
文
章
生
は
天
平
二
年
に
置
か
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

と
す
る
。
桃
裕
行
氏
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
て
以
来
、
長
ら
く
通
説
的
位
置
を
占
め
た
。
二
つ
目
は
、
こ
れ
を
原
勅
の
字
句
と
認
め
る
説
で
、

「
生
」
を
文
章
生
の
略
記
と
解
し
、
文
章
生
は
神
亀
五
年
に
置
か
れ
た
と
す
る
。
明
法
生
に
つ
い
て
は
勅
に
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
同
じ
く

神
亀
五
年
に
置
か
れ
て
お
り
、
天
平
二
年
に
至
っ
て
定
員
が
十
人
に
定
ま
っ
た
と
推
定
す
る
。
久
木
幸
男
氏
・
犬
塚
富
士
夫
氏
ら
が
こ
の
解
釈

　
　
③

を
と
る
。
三
つ
目
は
、
こ
れ
を
原
勅
の
字
句
と
認
め
る
が
、
原
位
置
か
ら
は
移
動
し
て
い
る
と
み
る
説
で
、
古
藤
真
平
氏
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ

た
。
本
来
の
神
亀
五
年
勅
に
お
い
て
は
、
「
一
事
已
上
同
工
助
博
士
一
」
の
後
ろ
に
明
法
生
・
文
章
生
の
設
置
規
定
が
続
い
て
い
た
が
、
『
弘
仁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

格
』
編
纂
時
に
そ
の
部
分
が
削
除
さ
れ
、
文
章
生
の
定
員
の
み
が
「
生
廿
人
」
と
い
う
形
で
残
っ
た
と
す
る
。
古
藤
氏
に
よ
る
神
亀
五
年
勅
の

復
原
案
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
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勅

　
　
大
学
寮

　
　
　
直
講
四
入
〈
一
人
文
章
学
士
〉
　
律
学
博
士
二
人

　
　
以
前
。
一
事
已
上
同
二
助
博
士
舶

　
　
　
明
法
生
十
人
　
文
章
生
廿
人

　
　
学
生
者
。
簡
調
取
雑
任
及
白
丁
聡
慧
司
不
レ
須
レ
限
年
多
少
一
也
。

　
　
　
　
神
亀
五
年
七
月
廿
一
日

　
現
在
で
は
、
『
三
代
格
』
の
史
料
的
性
格
を
踏
ま
え
た
古
藤
説
が
最
も
有
力
で
あ
り
、
一
般
に
、
明
法
生
と
文
章
生
は
神
亀
五
年
に
置
か
れ

た
と
説
明
さ
れ
る
。

　
確
か
に
、
『
弘
仁
格
』
編
纂
時
の
改
変
を
考
慮
に
入
れ
る
古
藤
説
の
視
点
は
き
わ
め
て
重
要
で
あ
り
、
継
承
す
べ
き
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、

明
法
生
・
文
章
生
の
設
置
を
神
亀
五
年
と
す
る
点
に
は
従
い
難
い
。
な
ぜ
な
ら
、
次
の
二
つ
の
史
料
と
観
葉
を
き
た
す
か
ら
で
あ
る
。

　
　
凹
史
料
二
】
『
本
朝
文
粋
』
巻
二
　
天
畏
四
年
（
八
二
七
）
六
月
十
三
隊
付
太
政
官
符
音
引
素
腹
赤
牒

　
　
太
政
窟
符

　
　
　
応
下
補
二
文
章
生
井
得
業
生
㎡
復
寧
旧
例
上
事
く
格
V

　
　
右
得
二
式
部
省
解
一
儒
、
大
学
寮
解
儒
、
文
章
博
士
正
五
位
下
中
宿
祢
黙
諾
牒
儒
、
天
平
二
年
三
月
廿
七
日
格
儒
、
文
章
生
直
入
、
雨
霧
耳
雑
総
藻
白
丁
聡

　
　
慧
↓
不
レ
須
レ
限
二
年
多
少
者
。
而
…
…
（
中
略
）
…
…
。
望
請
、
俊
士
永
単
二
停
廃
ハ
秀
才
生
復
二
旧
号
↓
孝
女
章
生
漏
壷
二
天
平
格
司
謹
請
二
面
分
一
者
。

　
　
寮
依
二
解
状
皿
申
送
者
。
省
依
一
癖
惑
い
請
二
官
裁
｝
者
。
正
三
位
行
中
納
言
兼
右
近
衛
大
将
春
宮
大
柳
良
峯
朝
臣
安
世
宣
。
奉
レ
勅
、
依
レ
請
。

　
　
　
　
天
長
四
年
六
月
十
三
日

　
　
門
史
料
三
】
『
日
本
紀
略
』
承
和
四
年
（
八
四
七
）
七
月
丁
丑
（
十
六
日
）
条
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式
部
省
言
。
大
学
寮
言
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
　
　
　
　
　
　
　
今
諸
生
等
刷
本
二
重
疑
↓
才
多
二
晩
成
4
至
レ
応
二
文
章
之

　
　
選
皆
及
瓢
毛
之
初
殉
而
人
雛
贅
良
一
未
二
必
位
牌
相
帯
請
、
白
丁
文
章
生
預
二
之
出
身
鱒
勅
許
レ
之
。

　
こ
れ
ら
の
史
料
は
、
い
ず
れ
も
文
章
生
二
十
人
が
置
か
れ
た
の
は
天
平
二
年
の
格
に
よ
る
と
明
記
し
て
い
る
。
「
生
廿
人
」
が
原
位
置
か
ら

移
動
し
て
い
る
と
み
る
な
ら
ば
、
そ
れ
が
本
来
あ
っ
た
場
所
は
、
神
亀
五
年
勅
の
続
き
で
は
な
く
、
天
平
二
年
官
奏
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
か

ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
そ
こ
で
、
古
藤
氏
が
「
生
馬
人
」
を
神
亀
五
年
勅
の
文
言
と
み
る
根
拠
を
挙
げ
て
み
る
と
、
次
の
二
点
に
絞
ら
れ
る
。
第
一
に
、
天
平
二
年

官
奏
中
の
明
法
生
・
文
章
生
設
置
に
関
す
る
記
述
が
、
神
亀
五
年
勅
の
引
用
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。
第
二
に
、
文
章
生
の
設
置
を
天
平
二
年
三

月
二
十
七
日
官
奏
に
よ
る
と
し
た
場
合
、
そ
れ
に
先
立
つ
『
末
日
本
紀
』
天
平
二
年
三
月
丁
亥
（
＝
百
）
条
に
見
え
る
「
文
章
生
」
の
語
が
説

明
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。
以
下
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
順
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
ま
ず
、
第
一
の
根
拠
で
あ
る
天
平
二
年
官
奏
か
ら
検
討
し
よ
う
。

　
　
【
史
料
四
】
噸
令
集
解
』
職
員
令
1
4
大
学
寮
条
令
釈
（
〈
〉
は
割
注
）

　
　
継
偲
及
劇
γ
聡
慧
調
，
，
不
6
三
一
音
引
年
多
少
唄
也
d
、
得
業
生
十
入
、
明
経
生
四
人
・
文
章
生
二
人
・
明
法
生
二
人
・
算
置
二
人
、
並
取
二
生
内
人
性
識
聡
慧
藝

　
　
業
優
長
者
拍
賜
一
夏
人
別
維
｛
疋
・
布
一
端
、
言
過
二
疋
・
綿
争
訟
・
紫
黒
端
殉
食
料
二
日
二
升
、
堅
魚
・
海
藻
・
雑
魚
各
二
塁
、
二
二
勺
。

　
こ
の
天
平
二
年
官
奏
は
、
原
法
令
の
正
確
な
引
用
で
は
な
く
、
走
競
に
よ
っ
て
節
略
な
ど
の
手
が
加
え
ら
れ
た
取
意
文
で
あ
る
。
い
き
な
り

神
亀
五
年
勅
と
同
じ
文
奮
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
そ
の
こ
と
が
端
的
に
表
れ
て
い
る
。
従
来
は
、
「
直
穿
四
人
」
か
ら
「
同
断
助

教
こ
ま
で
（
傍
線
部
）
が
神
亀
五
年
勅
の
引
用
に
あ
た
り
、
「
明
法
生
十
人
」
以
下
が
天
平
二
年
に
定
め
ら
れ
た
内
容
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て

い
た
。
こ
れ
に
対
し
古
藤
氏
は
、
「
直
講
四
人
」
か
ら
「
不
レ
須
レ
限
；
年
多
少
一
也
」
ま
で
（
傍
線
部
＋
点
線
部
）
が
神
亀
五
年
勅
の
引
用
で
あ
り
、

「
得
業
生
十
人
」
以
下
が
天
平
二
年
に
定
め
ら
れ
た
内
容
で
あ
る
と
し
た
。
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く

　
結
論
か
ら
言
え
ば
、
私
は
従
来
の
理
解
で
問
題
は
な
く
、
逆
に
古
藤
氏
の
理
解
は
成
り
立
た
な
い
と
考
え
る
。
そ
の
根
拠
は
、
「
不
レ
須
レ
限
二

年
多
少
也
」
に
お
け
る
「
也
」
字
の
存
在
で
あ
る
。
こ
の
「
也
」
は
、
も
と
も
と
法
令
中
に
あ
っ
た
文
字
で
は
な
く
、
『
令
集
解
』
に
散
見
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

る
、
明
法
家
が
法
令
の
引
用
末
尾
に
添
え
る
文
字
と
考
え
ら
れ
る
。
先
の
【
史
料
二
】
に
お
け
る
天
平
二
年
官
奏
の
引
用
で
は
、
「
不
レ
須
レ
限
二

年
多
少
一
」
と
の
み
あ
っ
て
、
「
也
」
が
見
え
な
い
こ
と
も
注
意
さ
れ
る
。
「
也
」
は
、
令
釈
が
天
平
二
年
官
奏
の
引
用
末
尾
に
付
し
た
も
の
と

み
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
「
也
」
ま
で
す
べ
て
を
神
亀
五
年
勅
の
引
用
と
考
え
た
の
で
は
、
天
平
二
年
の
奏
と
し
て
引
用
し
た

範
囲
に
、
天
平
二
年
に
定
め
ら
れ
た
内
容
が
全
く
含
ま
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
「
也
」
よ
り
前
の
部
分
は
、
神
亀
五
年
勅
の
引
用
と

天
平
二
年
の
新
規
定
の
両
方
か
ら
成
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
引
用
部
分
が
、
従
来
説
か
れ
て
い
る
よ
う
に
「
已
上
同
二
助
教
」
ま
で
で
あ

る
こ
と
は
、
神
亀
五
年
勅
と
の
対
比
か
ら
し
て
異
論
が
な
い
。

　
な
お
、
「
也
」
の
後
に
続
く
「
得
業
生
十
人
」
以
下
も
天
平
二
年
に
定
め
ら
れ
た
内
容
で
あ
る
が
、
こ
の
部
分
は
、
後
に
付
け
加
え
ら
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

も
の
と
考
え
て
お
き
た
い
。
当
初
か
ら
一
括
し
て
引
用
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
得
業
生
規
定
は
い
わ
ば
諸
生
の
内
部
規
定
で
あ
っ
て
純
粋
な
官

員
の
増
加
と
は
言
え
ず
、
職
員
令
の
注
釈
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
考
え
ら
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
、
第
二
の
根
拠
で
あ
る
『
続
日
本
紀
』
天
平
二
年
三
月
丁
亥
条
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。

　
　
【
史
料
五
】
『
続
日
本
紀
』
天
平
二
年
三
月
丁
亥
（
三
日
）
条

　
　
天
皇
御
松
林
宮
ハ
宴
二
五
位
已
上
↓
引
二
文
章
生
等
一
令
レ
賦
二
曲
水
↓
賜
囲
池
一
揃
レ
差
。

　
前
述
の
よ
う
に
、
問
題
は
天
平
二
年
官
奏
の
日
付
で
あ
る
三
月
二
十
七
日
よ
り
前
の
時
点
で
文
章
生
の
語
が
見
え
る
こ
と
で
あ
り
、
神
亀
五

年
に
文
章
生
二
十
人
が
置
か
れ
た
と
み
る
最
も
有
力
な
根
拠
と
言
え
よ
う
。
天
平
二
年
説
で
は
、
こ
の
文
章
生
を
制
度
前
の
実
態
を
示
す
語
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

あ
る
い
は
続
紀
編
者
が
遡
っ
て
記
し
た
語
と
み
る
が
、
恣
意
的
な
解
釈
と
の
批
判
も
あ
り
、
客
観
的
な
根
拠
を
示
す
必
要
が
あ
る
。
私
は
、
そ

れ
を
『
年
中
行
事
抄
』
所
引
の
次
の
記
事
に
求
め
た
い
。

　
　
【
史
料
六
】
『
年
中
行
事
抄
』
三
月
三
日
漿
宴
鞠
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神亀五年・天ny－JII年の「学制改革」に関する基礎的考察（桑田）

　
　
天
平
二
年
三
月
三
日
、
行
乱
辛
松
原
宮
「
豊
楽
。
賜
二
禄
五
位
已
上
司
単
二
双
六
局
「
令
レ
為
二
博
戯
↓
又
喚
二
文
軍
士
四
十
二
人
「
作
レ
詩
要
証
レ
禄
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
出
典
は
特
に
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
年
中
行
事
書
の
～
般
論
か
ら
し
て
、
信
頼
で
き
る
文
献
か
ら
の
引
用
と
み
て
差
し
支
え
な
か
ろ
う
。
こ

こ
で
は
、
文
章
「
生
」
で
は
な
く
文
章
「
士
」
四
十
二
人
が
詩
を
作
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
違
い
は
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
れ
ば
よ
い
だ
ろ

う
か
。

　
『
続
紀
』
と
『
年
中
行
事
抄
』
の
双
方
を
活
か
す
な
ら
、
「
文
章
士
四
十
二
人
」
の
中
に
「
文
章
生
」
二
十
人
が
含
ま
れ
て
い
た
と
み
る
こ

と
も
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
な
ら
神
亀
五
年
号
に
は
抵
触
し
な
い
。
し
か
し
、
「
生
」
と
「
士
」
は
字
形
が
似
て
お
り
誤
写
さ
れ
や
す
い
か
ら
、

「
文
章
生
」
「
文
章
士
」
い
ず
れ
か
～
方
が
誤
り
で
あ
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
そ
の
場
合
、
「
生
」
が
正
し
け
れ
ば
、
文
章
生
が
四
十
二

人
存
在
し
た
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
は
天
平
二
年
官
奏
の
二
十
人
と
合
致
せ
ず
、
制
度
前
の
実
態
を
示
す
語
、
あ
る
い
は
続
紀
編
者
が
遡
っ
て

記
し
た
語
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
逆
に
「
士
」
が
正
し
け
れ
ば
、
天
平
二
年
官
奏
以
前
に
遡
る
「
文
章
生
」
の
語
は
存
在
し
な
く
な
る
。
つ

ま
り
、
誤
写
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
ど
ち
ら
が
正
し
か
ろ
う
と
、
天
平
二
年
官
奏
以
前
に
文
章
生
が
制
度
的
に
存
在
し
た
根
拠
と
す
る
こ
と
は

で
き
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
『
年
中
行
事
抄
』
の
記
事
と
比
較
し
た
場
合
、
『
続
紀
』
天
平
二
年
三
月
盤
質
条
の
「
文
章
生
」
に
は
、
複
数
の
解
釈
の
可
能

性
が
あ
り
、
神
亀
五
年
に
文
章
生
二
十
人
が
置
か
れ
た
確
実
な
根
拠
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
以
上
、
古
藤
説
の
二
点
の
論
拠
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
天
平
二
年
官
奏
に
つ
い
て
は
、
「
也
」
字
の
存
在
か
ら
、
明
法
生
十

人
・
文
章
生
二
十
人
が
神
亀
五
年
に
置
か
れ
た
と
は
読
め
な
い
こ
と
、
ま
た
天
平
二
年
三
月
謀
計
条
に
つ
い
て
は
、
『
年
中
行
事
抄
』
と
の
対

比
か
ら
、
天
平
二
年
官
奏
以
前
に
文
章
生
二
十
人
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
確
実
な
根
拠
と
は
言
え
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
後

者
に
つ
い
て
は
単
独
で
解
釈
を
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
の
、
文
章
生
の
設
置
を
天
平
二
年
と
す
る
【
史
料
二
】
や
【
史
料
三
】
の
存

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

在
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
本
来
の
記
述
は
「
文
章
届
書
」
で
あ
っ
た
可
能
性
が
最
も
高
い
で
あ
ろ
う
。
天
平
二
年
三
月
丁
亥
条
は
、
『
続
紀
』

に
見
え
る
他
の
曲
水
宴
の
記
事
と
同
じ
く
、
五
位
以
上
を
対
象
と
す
る
宴
に
六
位
以
下
の
文
人
を
召
し
て
詩
を
詠
ま
せ
た
と
い
う
も
の
で
あ
っ
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て
、
特
別
な
記
事
で
は
な
い
と
私
は
考
え
る
。

以
上
、
本
節
で
は
、
明
法
生
十
人
と
文
章
生
二
十
人
は
、

第
二
節
　
文
章
学
士
の
設
置
年
次

神
亀
五
年
で
は
な
く
天
平
二
年
に
置
か
れ
た
こ
と
を
述
べ
た
。

　
文
章
学
士
の
設
置
年
次
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
は
神
亀
五
年
で
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
そ
の
根
拠
は
、
神
亀
五
年
勅
に
「
文
章
学
士
一
人
」

と
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
天
平
二
年
官
奏
の
「
直
講
四
人
〈
一
人
文
章
博
士
〉
」
と
い
う
文
言
を
勘
案
し
て
、
神
亀
五
年
設
置
時
の
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

章
学
士
は
直
講
四
人
に
含
ま
れ
る
形
を
と
っ
て
お
り
、
完
全
に
は
独
立
し
て
い
な
か
っ
た
と
す
る
説
が
膚
力
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
し
か
し
な
が
ら
、
石
坂
佳
美
氏
が
明
快
に
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
文
章
博
士
の
相
当
位
階
を
従
五
位
下
に
引
き
上
げ
た
弘
仁
十
二
年
（
八
二

一
）
二
月
十
七
日
付
太
政
官
符
は
、
文
章
博
士
が
天
平
二
年
に
置
か
れ
た
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。

　
　
【
史
料
七
】
『
類
聚
三
代
格
隔
巻
五
　
定
官
員
井
官
位
事

　
　
太
政
官
符

　
　
　
定
二
文
章
博
士
官
位
一
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮
（
藤
原
冬
嗣
）

　
　
右
依
二
去
天
平
二
年
三
月
廿
七
日
格
ハ
置
一
｝
件
富
員
ハ
定
二
正
七
位
下
官
幻
今
被
二
右
大
臣
宣
齢
・
儒
、
奉
レ
勅
、
案
二
樹
令
一
国
子
博
士
正
五
品
上
官
。
其
文
章

　
　
博
士
、
宜
下
改
凋
易
前
螢
定
卑
従
五
位
下
官
上
。

　
　
　
　
弘
仁
十
二
年
二
月
十
七
日

　
弘
仁
十
二
年
官
符
が
文
章
博
士
の
設
置
を
天
平
二
年
号
に
求
め
る
理
由
に
つ
い
て
は
、
早
く
柿
村
重
松
氏
が
、
弘
仁
十
二
年
官
符
は
天
平
二

年
官
奏
の
み
を
参
照
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
、
神
亀
五
年
勅
の
引
用
部
分
を
天
平
二
年
忌
定
め
ら
れ
た
内
容
と
誤
認
し
た
と
の
理
解
を
示
し
て

　
⑯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

い
る
。
ま
た
、
神
亀
五
年
に
置
か
れ
た
文
章
学
士
が
天
平
二
年
に
文
章
博
士
へ
と
改
称
さ
れ
た
こ
と
に
基
づ
く
と
み
る
説
も
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
理
解
は
、
神
亀
五
年
勅
が
正
し
い
こ
と
を
自
明
の
前
提
と
し
て
い
る
点
に
大
き
な
問
題
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
第
～

8　（472）
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節
で
触
れ
た
よ
う
に
、
今
日
我
々
が
見
る
神
亀
五
年
勅
は
、
『
弘
仁
格
』
編
纂
時
の
改
変
を
蒙
っ
た
後
の
姿
だ
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
神

亀
五
年
勅
は
単
独
で
論
拠
と
す
る
に
は
不
安
が
あ
り
、
可
能
な
限
り
他
の
史
料
に
よ
っ
て
そ
の
信
頼
性
を
確
認
す
る
と
い
う
手
続
き
を
踏
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
見
し
て
矛
盾
が
看
取
さ
れ
る
「
七
二
人
」
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
以
外
の
「
律
学
博
士
二
人
」
「
直
講
三
人
」
「
文
章
学
士

一
人
」
も
ま
た
、
改
変
後
の
姿
で
あ
る
可
能
性
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
『
弘
仁
格
』
は
、
弘
仁
十
一
年
目
八
二
〇
）
の
撰
進
・
天
長
七
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

（
八
三
〇
）
の
施
行
で
あ
り
、
弘
仁
十
二
年
段
階
で
は
未
だ
諸
司
に
頒
布
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
弘
仁
十
二
年
官
符
は
『
弘
仁
格
』
以
前
の
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

令
の
内
容
を
伝
え
て
い
る
可
能
性
が
高
く
、
『
三
代
格
』
所
収
の
神
亀
五
年
勅
よ
り
信
頼
す
べ
き
史
料
と
考
え
ら
れ
る
。
神
亀
五
年
勅
を
基
準

に
し
て
弘
仁
十
二
年
官
符
を
解
釈
す
る
の
は
、
一
見
す
る
と
当
然
の
方
法
の
よ
う
で
、
実
は
本
宋
転
倒
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　
弘
仁
十
二
年
官
符
と
の
整
合
性
か
ら
み
る
と
、
神
亀
五
年
勅
の
「
文
章
学
士
一
人
」
も
「
生
魚
人
」
と
同
じ
く
、
本
来
は
天
平
二
年
官
奏
の

文
言
で
あ
り
、
『
弘
仁
格
』
編
纂
時
に
神
亀
五
年
勅
へ
移
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
天
平
二
年
官
奏
の
「
直
講
四
人
〈
一
人
文
章
博
士
〉
」

に
つ
い
て
は
、
神
亀
五
年
に
置
か
れ
た
直
講
四
人
か
ら
、
天
平
二
年
に
一
人
を
割
い
て
文
章
博
士
を
置
い
た
と
の
意
味
に
解
さ
れ
よ
う
。

　
以
上
、
本
節
で
は
、
文
章
学
士
が
置
か
れ
た
の
は
、
神
亀
五
年
で
は
な
く
天
平
二
年
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。

①
字
句
は
、
関
晃
監
修
・
熊
田
亮
介
校
注
『
狩
野
文
庫
本
類
聚
三
代
格
』
（
吉
川

　
弘
文
館
、
一
九
八
九
年
）
に
、
改
行
は
、
新
訂
増
補
国
史
大
系
に
拠
っ
た
。

②
桃
裕
行
『
上
代
学
剃
の
研
究
〔
修
訂
版
〕
瞼
（
序
文
閣
出
版
、
一
九
九
四
年
。
初

　
版
は
乱
調
書
店
、
一
九
四
七
年
）
、
第
一
章
第
三
節
。
な
お
、
堀
内
秀
晃
「
平
安

　
初
期
の
大
学
寮
」
（
噸
国
語
と
国
文
学
』
五
〇
一
一
〇
、
一
九
七
三
年
）
は
、
「
生

　
廿
人
」
を
墨
字
と
認
め
る
が
、
文
章
生
・
明
法
生
と
も
神
亀
五
年
に
置
か
れ
た
と

　
す
る
。

③
久
木
幸
男
『
日
本
古
代
学
校
の
研
究
』
（
玉
川
大
学
出
版
部
、
一
九
九
〇
年
。

　
原
著
は
『
大
学
寮
と
古
代
儒
教
㎞
サ
イ
マ
ル
出
版
、
一
九
六
八
年
）
、
第
二
章
第

　
一
節
。
犬
塚
富
士
夫
一
襲
学
院
創
設
の
背
景
」
（
『
史
学
一
五
〇
1
　
一
四
、
一
九

　
八
○
年
）
。
な
お
、
村
上
唯
雄
「
律
令
国
家
に
於
け
る
教
育
制
度
の
研
究
偏
（
『
教

　
育
学
研
究
㎞
二
　
一
三
、
一
九
五
四
年
）
・
水
本
浩
典
「
明
法
曹
司
の
成
立
と
律

　
令
の
注
釈
」
（
『
律
令
注
釈
書
の
系
統
的
研
究
輪
稿
黒
房
、
一
九
九
～
年
、
初
出
は

　
　
九
八
八
年
）
も
、
「
生
廿
人
」
を
「
文
章
生
廿
人
」
の
意
に
解
す
る
が
、
明
法

　
生
に
は
言
及
し
な
い
。
明
法
生
は
神
亀
五
年
に
置
か
れ
て
い
な
い
と
み
て
い
る
か
。

　
ま
た
、
高
明
士
『
唐
門
東
亜
教
育
圏
的
形
成
』
（
国
立
斑
濃
館
中
華
叢
書
編
審
委

　
員
会
、
　
一
九
八
四
年
）
は
、
「
生
廿
人
」
を
明
法
生
と
文
章
生
の
合
計
入
数
と
み

　
る
。

④
古
藤
真
平
「
文
章
得
業
生
試
の
成
立
」
（
『
史
林
臨
七
四
－
二
、
～
九
九
～
年
）
。

　
近
年
、
神
亀
五
年
勅
を
検
討
し
た
石
坂
佳
美
氏
も
、
『
弘
仁
格
』
編
纂
時
の
改
変

　
を
考
慮
に
入
れ
、
古
藤
氏
と
同
様
の
理
解
を
示
し
て
い
る
（
「
弘
仁
格
の
編
纂
過

　
程
に
関
す
る
一
考
察
」
糊
文
化
継
承
学
論
集
』
三
、
二
〇
〇
七
年
）
。
た
だ
し
石
坂
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氏
は
、
学
生
資
格
に
つ
い
て
は
天
平
二
年
に
定
め
ら
れ
た
と
み
る
。

⑤
こ
れ
ら
二
点
の
指
摘
は
、
早
く
柿
村
重
松
著
・
山
岸
徳
平
校
注
『
上
代
日
本
漢

　
文
学
中
畠
（
日
本
書
院
、
　
一
九
四
七
年
）
に
見
え
る
。
柿
村
説
の
位
置
付
け
に
つ

　
い
て
は
、
古
藤
注
④
論
文
、
三
九
頁
参
照
。

⑥
試
み
に
、
令
釈
が
格
文
引
用
の
末
尾
に
「
也
」
字
を
置
く
例
を
挙
げ
て
み
る
と
、

　
以
下
の
如
く
で
あ
る
。
（
「
」
内
が
引
用
の
範
囲
。
）

　
ω
儀
制
令
9
元
日
条

　
　
神
亀
五
年
格
云
、
潮
解
一
四
元
日
柵
有
レ
応
一
致
敬
帰
者
、
内
八
位
・
外
七
位
並
拝
一
外

　
　
五
位
こ
也
。
古
記
及
跡
無
レ
別
也
。

　
偶
禄
令
1
0
食
封
条

　
　
神
亀
五
年
格
云
、
門
外
疎
々
禄
、
内
位
減
レ
半
給
レ
之
。
女
扇
一
三
分
之
葛
元

　
　
レ
故
不
レ
上
鋒
二
年
｝
停
レ
給
」
也
。

　
㈹
喪
葬
令
5
職
事
官
条

　
　
神
亀
五
年
置
、
「
内
位
減
レ
半
給
レ
之
。
女
画
一
牌
三
分
之
r
」
也
。

　
㈲
田
令
8
官
位
解
免
条

　
　
宝
亀
九
年
四
月
八
日
格
、
「
五
位
巳
上
位
田
、
麗
卒
之
後
、
一
年
勿
レ
収
。
自

　
　
レ
今
以
後
、
永
為
二
恒
例
こ
也
。

　
㈲
田
令
1
田
長
門

　
　
慶
雲
王
年
格
差
、
「
取
二
令
前
束
ハ
擬
二
令
溜
息
弔
自
照
段
租
、
其
実
猶
益
。
朕

　
　
念
。
百
姓
有
レ
食
、
万
条
即
成
。
民
之
豊
饒
、
猶
同
一
隔
充
倉
殉
宜
レ
収
二
段
租
一
束

　
　
五
把
、
町
租
～
十
五
束
こ
也
。
民
部
例
、
門
神
田
・
寺
田
・
戒
本
田
・
放
生

　
　
田
・
国
司
公
麟
田
、
巳
上
全
冊
不
輸
自
恕
㊨
元
主
位
田
・
闘
郡
司
堺
田
・
闘
国

　
　
造
田
・
闘
釆
女
田
・
射
田
・
公
田
・
乗
田
、
已
上
不
輸
租
田
為
榊
地
子
田
殉
見

　
　
任
国
造
田
・
郡
司
職
田
・
釆
女
田
・
位
田
・
口
分
田
・
墾
田
、
巴
上
為
一
輸
租

　
　
田
こ
也
。

　
　
ω
②
㈹
に
つ
い
て
は
、
『
三
代
格
』
巻
五
神
亀
五
年
　
二
月
二
十
八
日
付
太
政
官

　
奏
と
の
比
較
か
ら
、
門
也
」
字
が
原
格
に
は
存
し
な
か
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　
ω
は
原
格
に
忠
実
な
引
用
で
あ
る
が
、
㈹
㈹
は
原
格
の
字
句
を
省
略
し
た
り
、
配

　
列
を
変
え
た
り
、
原
格
に
な
い
字
句
を
付
け
足
し
て
意
味
を
補
っ
て
い
る
。

　
　
ω
は
、
『
弘
仁
式
』
に
収
め
ら
れ
た
た
め
、
厳
密
な
比
較
が
で
き
な
い
が
（
紅

　
葉
山
文
庫
本
『
令
義
解
』
田
令
8
官
位
解
二
条
書
入
れ
に
、
「
民
部
先
式
云
、
凡

　
位
田
者
、
麗
卒
之
後
、
一
年
勿
レ
収
」
と
あ
り
、
『
延
喜
式
』
民
部
上
魏
位
田
麗
卒

　
条
と
同
文
で
あ
る
）
、
書
き
止
め
文
雷
で
あ
る
「
永
為
二
恒
例
」
に
門
也
扁
字
が

　
続
か
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
　
㈲
の
慶
雲
王
年
格
に
つ
い
て
は
、
『
三
代
格
』
巻
十
五
慶
雲
三
年
九
月
二
十
B

　
付
勅
に
よ
り
、
「
也
扁
字
が
原
勅
に
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
続

　
く
民
部
例
に
つ
い
て
は
、
他
の
史
料
か
ら
の
確
認
は
で
き
な
い
が
、
「
A
・
B
・

　
C
…
…
、
已
上
為
二
〇
〇
田
」
と
い
う
文
章
構
造
か
ら
、
同
じ
く
原
文
に
「
也
」

　
字
は
な
か
っ
た
と
み
て
大
過
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
な
お
、
こ
の
よ
う
な
「
也
扁
の
用
法
は
、
令
釈
特
有
の
も
の
で
は
な
い
。
例
え

　
ば
古
記
は
、
和
銅
八
年
五
月
一
日
格
（
公
式
令
4
0
天
子
神
璽
条
）
の
引
用
末
尾
に

　
「
也
」
を
置
く
。
ω
に
も
「
古
記
及
跡
無
レ
別
偏
と
あ
っ
て
、
古
記
が
「
也
」
字

　
を
用
い
て
い
た
と
み
て
よ
い
。
ま
た
、
格
の
引
用
の
み
な
ら
ず
、
令
条
文
や
漢
籍

　
の
引
用
の
場
合
に
も
用
い
ら
れ
る
。

⑦
陰
陽
寮
条
に
お
い
て
も
令
釈
が
得
業
生
規
定
を
引
い
て
い
る
の
で
、
門
令
集

　
解
』
編
者
の
参
照
し
た
令
釈
に
得
業
生
規
定
が
書
き
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
確
実

　
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
令
釈
の
成
立
当
初
か
ら
存
し
た
記
載
か
、
後
入
が
令

　
釈
に
書
き
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
か
は
、
に
わ
か
に
決
し
難
い
。

⑧
桃
注
②
著
書
、
三
四
頁
。
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
曜
日
本
紀
』
二
（
岩
波
書

　
店
、
一
九
九
〇
年
）
、
二
三
〇
～
二
＝
＝
頁
・
脚
注
八
。

⑨
古
藤
注
④
論
文
、
三
九
頁
。

⑩
『
年
中
行
事
秘
抄
瞼
に
も
「
天
平
二
年
三
月
三
日
。
行
二
幸
松
原
宮
一
豊
楽
。
五

　
位
以
上
十
二
墜
六
局
殉
又
喚
帰
文
人
一
作
レ
詩
。
」
と
い
う
、
隅
年
無
行
事
抄
㎞
と
ほ
ぼ

　
同
内
容
の
記
事
が
あ
り
、
同
じ
ソ
…
ス
の
記
事
を
よ
り
簡
略
化
し
た
も
の
と
考
え
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ら
れ
る
。

⑪
敢
え
て
憶
測
を
廻
ら
す
な
ら
ば
、
『
官
曹
事
類
』
の
逸
文
で
あ
る
可
能
性
が
考

　
え
ら
れ
る
。
『
年
中
行
事
抄
藤
に
引
用
さ
れ
て
い
る
記
事
の
う
ち
、
『
続
紀
』
の
年

　
代
の
行
事
に
関
す
る
記
録
で
、
『
続
紀
臨
に
見
ら
れ
な
い
内
容
を
も
つ
も
の
は
、

　
七
条
あ
る
（
三
月
三
日
曲
水
宴
に
三
条
、
正
月
七
日
白
馬
節
会
・
正
月
十
五
日
踏

　
歌
節
会
・
二
月
季
御
読
経
・
十
二
月
御
仏
名
に
各
一
条
）
。
い
ず
れ
も
哩
年
中
行

　
事
抄
』
自
体
に
は
出
典
を
記
さ
な
い
が
、
そ
の
中
で
、
他
の
史
料
に
よ
り
『
官
蕾

　
事
類
臨
逸
文
と
判
明
す
る
も
の
が
三
条
あ
り
（
白
馬
節
会
・
季
御
読
経
・
御
仏
名
、

　
『
新
訂
増
補
国
書
逸
文
』
に
採
録
）
、
『
官
馬
事
類
臨
以
外
の
出
典
と
わ
か
る
も
の

　
は
～
つ
も
な
い
。
ま
た
『
続
紀
』
記
事
と
共
通
す
る
字
句
や
内
容
を
も
ち
、
な
お

　
か
つ
そ
れ
よ
り
詳
細
で
具
体
的
な
情
報
を
も
含
む
点
か
ら
み
て
、
『
官
瞥
事
類
』

　
逸
文
に
相
癒
し
い
。
日
付
を
干
支
で
は
な
く
数
字
で
記
す
点
も
『
官
曹
事
類
』
と

　
共
通
し
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
㎎
年
中
行
事
抄
幅
三
月
三
日
曲
水
宴
の
項
に
引
か

　
れ
て
い
る
和
銅
五
年
、
神
亀
五
年
、
天
平
二
年
、
宝
亀
三
年
の
四
条
は
、
『
官
曹

　
事
類
瞼
か
ら
一
括
し
て
引
用
さ
れ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

⑫
魍
続
紀
騙
に
お
い
て
は
、
「
文
人
」
あ
る
い
は
「
文
士
」
と
い
う
表
現
を
用
い

　
る
の
が
通
例
で
あ
り
、
「
文
章
士
」
は
見
慣
れ
な
い
表
現
で
あ
る
。
し
か
し
、
や

　
や
時
代
は
下
る
が
、
『
菅
家
霊
草
臨
巻
七
・
講
の
詩
序
に
は
「
闇
茂
之
歳
（
寛
平

　
二
年
〈
八
九
〇
〉
）
後
九
月
十
二
日
、
天
子
召
二
見
文
章
士
十
膚
二
人
於
殿
上
」

　
と
あ
り
、
同
巻
石
・
9
8
「
有
レ
所
レ
思
」
に
も
「
文
章
之
士
定
日
レ
誰
」
と
い
う
句

　
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
自
体
は
不
自
然
な
表
現
で
は
な
い
。
逆
に
、
見
慣
れ
な
い
語

　
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
「
文
章
生
」
と
の
誤
写
を
生
ん
だ
こ
と
も
十
分
に
考
え
ら
れ

　
る
。

⑬
古
藤
注
④
論
文
、
四
〇
・
四
二
頁
。

⑭
石
坂
注
④
論
文
、
九
二
頁
。

⑮
噸
類
聚
国
史
㎞
巻
一
〇
七
大
学
寮
に
は
「
従
七
位
下
」
、
『
日
本
紀
滴
下
弘
仁
十

　
二
年
二
月
甲
申
（
十
七
日
）
条
に
は
「
従
七
位
」
と
あ
る
が
、
「
従
」
は
「
正
」

　
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。

⑯
柿
村
注
⑤
著
書
、
七
四
～
七
五
頁
。

⑰
犬
塚
注
③
論
文
、
一
八
六
頁
。
水
本
注
③
論
文
、
四
六
五
頁
。

⑱
鎌
田
元
｝
「
弘
仁
格
式
の
撰
進
と
施
行
に
つ
い
て
」
（
『
律
令
国
家
史
の
研
究
砥

　
智
慧
房
、
二
〇
〇
八
年
、
初
出
は
一
九
七
六
年
）
。

⑲
な
お
、
『
令
集
解
㎏
官
位
令
1
4
正
七
位
条
に
引
く
神
亀
五
年
勅
に
は
、
「
神
亀
五

　
年
七
月
廿
一
日
格
云
、
勅
、
大
学
寮
、
律
学
博
士
二
人
、
直
講
三
人
、
文
章
博
士

　
一
人
用
以
前
、
一
事
以
上
同
二
助
博
士
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
魍
弘
仁
格
』
か
ら

　
の
引
用
で
あ
り
、
そ
の
際
、
注
釈
上
関
係
の
な
い
「
生
廿
入
扁
を
省
い
た
も
の
で

　
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
神
亀
五
年
勅
に
元
か
ら
門
文
章
学
士
一
人
」
の
語
が
存
在

　
し
た
根
拠
に
は
な
ら
な
い
。
官
位
令
集
解
に
弘
仁
十
～
年
以
降
の
法
令
が
引
か
れ

　
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
利
光
三
津
夫
・
斎
川
真
「
異
質
令
集
解
の
史
料
価

　
値
に
つ
い
て
」
（
利
光
三
津
夫
『
律
令
制
の
研
究
』
慶
応
通
信
、
一
九
八
一
年
、

　
初
出
は
一
九
七
七
年
）
参
照
。
引
用
さ
れ
て
い
る
格
の
字
句
も
『
三
代
格
㎞
と
同

　
一
で
あ
る
。
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第
二
章
　
神
亀
五
年
勅
と
天
平
二
年
官
奏

第
一
節
　
神
亀
五
年
「
格
」
の
成
立

明
法
生
・
文
章
生
・
文
章
学
士
は
、
い
ず
れ
も
神
亀
五
年
で
は
な
く
天
平
二
年
に
置
か
れ
た
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
本
節
で
は
、
本
来

の
神
亀
五
年
勅
に
対
し
て
、
『
弘
仁
格
』
編
纂
時
に
ど
の
よ
う
な
手
が
加
え
ら
れ
て
、
今
日
我
々
が
見
る
神
亀
五
年
勅
…
一
い
わ
ば
神
亀
五
年

「
格
」
1
に
な
っ
た
の
か
を
具
体
的
に
示
し
、
あ
わ
せ
て
、
な
ぜ
手
が
加
え
ら
れ
た
か
を
検
討
し
た
い
。

ま
ず
、
神
亀
五
年
勅
復
原
の
私
案
を
示
そ
う
。

　
　
【
神
亀
五
年
勅
復
原
案
】

　
　
勅

　
　
大
学
寮

　
　
　
律
学
博
士
二
人

　
　
　
直
講
四
人

　
　
以
薗
、
一
事
已
上
同
二
助
博
士
幻

　
　
　
　
神
亀
五
年
七
月
廿
一
臼

　
神
亀
五
年
「
格
」
か
ら
、
天
平
二
年
設
置
の
文
章
学
士
と
文
章
生
（
生
廿
人
）
を
除
く
と
、
律
学
博
士
と
導
車
が
残
る
。
律
学
博
士
が
神
亀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

五
年
に
置
か
れ
た
こ
と
を
示
す
確
実
な
史
料
は
他
に
な
い
も
の
の
、
教
宮
（
律
学
博
士
）
と
生
徒
（
明
法
生
）
の
名
称
の
違
い
は
、
両
者
が
別
々

に
置
か
れ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
神
亀
五
年
に
唐
風
の
官
名
で
あ
る
律
学
博
士
が
置
か
れ
、
天
平
二
年
置
明
法
試
に
対
応
す
る
明
法
生
が
置
か

れ
た
と
み
れ
ば
理
解
し
や
す
い
。
直
講
に
つ
い
て
は
第
～
章
第
二
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
天
平
二
年
官
奏
の
「
直
講
四
人
く
　
人
文
章
博
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士
V
」
と
い
う
記
載
か
ら
、
神
亀
五
年
に
置
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
律
学
博
士
二
人
と
直
講
四
人
は
神
亀
五
年
に
置
か
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

と
み
て
差
し
支
え
な
く
、
こ
れ
ら
二
つ
の
官
職
に
つ
い
て
、
＝
事
已
上
同
二
助
博
士
し
と
定
め
た
も
の
が
、
本
来
の
神
亀
五
年
勅
で
あ
る
。

　
こ
の
原
勅
に
、
『
弘
仁
二
更
編
纂
時
、
天
平
二
年
官
奏
の
文
雷
で
あ
る
「
文
章
学
士
一
人
」
「
文
章
生
廿
人
」
が
追
記
さ
れ
た
。
そ
の
際
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

「一

麿
ﾟ
上
同
二
助
博
士
こ
と
の
整
合
性
を
保
つ
た
め
、
「
文
章
生
廿
人
」
は
、
「
生
廿
人
」
と
し
て
、
文
章
学
士
の
細
字
注
と
さ
れ
た
。
ま
た
、

文
章
学
士
は
直
講
を
割
い
て
置
か
れ
た
の
で
、
直
講
の
定
員
が
「
四
人
」
か
ら
「
三
人
」
に
書
き
改
め
ら
れ
た
。
以
上
の
よ
う
に
し
て
、
神
亀

五
年
勅
は
、
今
日
我
々
が
見
る
神
亀
五
年
「
格
」
と
な
っ
た
。

　
で
は
、
な
ぜ
『
弘
仁
格
』
の
編
者
は
、
文
章
学
士
と
文
章
生
を
、
天
平
二
年
官
奏
か
ら
神
亀
五
年
勅
に
移
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
天
平
二
年
官

奏
の
明
確
な
復
原
案
を
示
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
大
学
寮
の
職
員
に
関
し
て
、
次
の
よ
う
な
規
定
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
A
文
章
学
士
の
設
置

　
　
　
1
　
直
講
四
人
の
う
ち
一
人
を
割
い
て
文
章
学
士
を
置
く
こ
と

　
　
　
2
　
文
章
学
士
の
相
当
位
階
を
正
七
位
下
と
す
る
こ
と

　
　
B
明
法
生
・
文
章
生
の
設
置

　
　
　
1
　
明
法
生
十
人
を
置
く
こ
と

　
　
　
2
　
文
章
生
二
十
人
を
置
く
こ
と

　
　
　
3
　
明
法
生
と
文
章
生
は
、
雑
任
及
び
白
丁
の
聡
慧
な
者
か
ら
年
齢
に
関
わ
り
な
く
取
る
こ
と

　
こ
れ
ら
の
規
定
の
う
ち
、
ま
ず
B
1
に
つ
い
て
は
、
延
暦
二
十
一
年
（
八
○
二
）
に
明
法
生
の
定
員
が
十
人
か
ら
二
十
人
に
増
や
さ
れ
た
た

め
、
『
弘
仁
格
』
編
纂
時
に
は
空
文
化
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
編
纂
時
の
有
効
法
を
示
す
と
い
う
格
の
原
則
に
基
づ
き
、
削
除
の
対
象
に

　
　
　
　
　
　
　
　
④

な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
次
に
B
3
に
つ
い
て
は
、
雑
任
・
白
丁
以
外
の
者
、
す
な
わ
ち
職
事
官
が
明
法
生
・
文
章
生
に
な
ら
な
い
の
は
当
然
で
あ
り
、
ま
た
年
齢
制
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限
も
な
い
こ
と
か
ら
、
実
質
的
な
入
学
資
格
は
「
聡
慧
」
に
限
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
「
聡
慧
」
に
つ
い
て
は
、
入
学
試
験
に
関
す
る
細
則
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

『
弘
仁
式
』
に
収
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
明
法
生
・
文
章
生
の
入
学
資
格
は
、
強
い
て
格
に
収
め
る
必
要
は
な
い
規
定
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
A
1
に
つ
い
て
は
、
直
講
の
定
員
変
遷
の
複
雑
さ
が
問
題
と
な
る
。
神
亀
五
年
設
置
時
の
直
講
は
定
員
四
人
で
あ
っ
た
が
、
天
平
二

年
に
一
人
を
割
い
て
文
章
学
士
が
置
か
れ
、
三
人
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
大
同
三
年
（
八
○
八
）
に
は
、
再
び
一
人
を
割
い
て
紀
伝
博
士
が
置
か

⑦れ
、
二
人
と
な
っ
た
。
こ
の
二
人
が
、
『
弘
仁
格
』
編
纂
当
時
の
定
員
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
直
講
の
定
員
は
二
度
に
わ
た
っ
て
削
減
さ
れ

て
い
る
。
一
方
、
『
弘
仁
格
』
で
は
、
定
員
の
変
遷
が
複
雑
で
あ
る
場
合
、
そ
れ
を
省
略
す
る
こ
と
が
あ
る
。
例
え
ば
、
内
蔵
寮
の
典
履
の
定

員
は
、
令
制
か
ら
少
な
く
と
も
三
度
の
変
遷
を
経
て
い
る
が
、
『
弘
仁
格
』
は
そ
の
う
ち
二
つ
に
関
す
る
法
令
し
か
収
め
て
い
な
い
。
養
老
令

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

に
お
け
る
声
言
の
定
員
は
二
人
で
あ
り
、
『
三
代
格
』
よ
り
、
大
同
元
年
（
八
〇
六
）
に
大
蔵
省
の
典
履
二
人
を
併
合
し
た
こ
と
、
大
同
三
年
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

定
員
が
三
人
か
ら
二
人
に
勧
説
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
大
同
三
年
以
前
の
い
ず
れ
か
の
時
点
に
お
い
て
、
定
員
が
一
人
削

減
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
の
法
令
は
『
弘
仁
格
』
に
収
め
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
よ
っ
て
直
黒
に
つ
い
て
も
、
定
員
の
変
遷
を
簡
略
化
す
る
た
め
に
、
い
ず
れ
か
の
法
令
を
収
録
し
な
い
方
針
が
採
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ

の
際
、
天
平
二
年
官
奏
は
、
B
1
と
い
う
既
に
空
文
化
し
た
規
定
、
及
び
B
3
と
い
う
強
い
て
格
に
収
め
る
必
要
が
な
い
規
定
を
含
む
こ
と
か

ら
省
略
の
対
象
と
な
り
、
神
亀
五
年
勅
を
以
っ
て
、
神
亀
五
年
・
天
平
二
年
の
大
学
寮
職
員
に
関
す
る
法
令
を
一
ま
と
め
に
説
明
す
る
こ
と
に

　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

な
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
神
亀
五
年
勅
に
つ
い
て
は
、
同
じ
日
に
中
衛
府
・
斎
宮
寮
・
内
匠
寮
の
職
員
整
備
が
あ
っ
た
た
め
歴
史
的
に
重
要
と

見
な
さ
れ
、
ま
た
文
章
学
士
の
相
当
位
階
が
直
講
・
律
学
博
士
と
同
じ
で
あ
る
た
め
A
2
を
無
理
な
く
盛
り
込
む
こ
と
が
で
き
、
都
合
が
良
か

っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
叢
論
を
割
い
て
紀
伝
博
士
を
置
い
た
大
同
三
年
の
官
符
に
つ
い
て
は
、
『
弘
仁
格
』
の
編
纂
時
点
に
最
も
近
い
法
令
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

あ
る
た
め
、
省
略
の
対
象
か
ら
外
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
か
く
し
て
、
A
1
・
A
2
・
B
2
は
神
亀
五
年
勅
に
移
さ
れ
、
B
1
と
B
3
は
削
除
さ
れ
て
、
大
学
寮
職
員
に
関
す
る
天
平
二
年
官
奏
の
規

14　（478）



定
は
解
体
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

第
二
節
　
得
業
生
制
度
創
設
の
経
緯

神亀五年・天平二年の「学制改革」に関する基礎的考察（桑田）

　
得
業
生
制
度
の
創
設
が
天
平
二
年
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
を
容
れ
な
い
。
そ
の
根
拠
と
な
る
史
料
は
、
『
薬
日
本
紀
』
天
平
二
年
三
月
辛
亥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

（
二
＋
七
日
）
条
、
『
弘
仁
格
』
天
平
二
年
三
月
二
十
七
日
付
太
政
官
奏
逸
文
、
及
び
『
令
集
解
』
職
員
令
堂
引
の
天
平
二
年
三
月
ニ
ナ
七
日
付

太
政
官
奏
（
陰
陽
寮
・
大
学
寮
・
典
薬
寮
の
三
条
に
引
か
れ
る
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
『
弘
仁
格
』
逸
文
は
、
『
続
紀
㎏
の
第
一
項
（
後
述
）

と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
が
、
『
令
集
解
』
の
文
は
、
『
皇
紀
』
や
『
弘
仁
格
』
逸
文
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
従
来
は
、
異
な
る
箇
所
を
相
互

補
完
的
に
解
釈
し
て
い
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
説
明
し
難
い
差
異
も
存
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
も
そ
も
、
得
業
生
と
い
う
言
葉
は
、
『
令

集
解
』
に
し
か
見
え
な
い
。
そ
こ
で
本
節
で
は
、
異
な
る
二
系
統
の
史
料
が
存
在
す
る
理
由
に
つ
い
て
検
討
し
、
得
業
生
制
度
創
設
の
経
緯
を

考
え
る
手
が
か
り
と
し
た
い
。

　
ま
ず
、
問
題
と
な
る
史
料
を
掲
げ
よ
う
。
比
較
の
便
に
供
す
る
た
め
、
『
令
集
解
』
職
員
令
1
4
大
学
寮
条
も
改
め
て
掲
げ
る
。
ま
た
、
噸
弘
仁

格
』
逸
文
は
省
略
に
従
い
、
『
続
紀
』
を
以
っ
て
代
表
さ
せ
る
。

　
　
【
史
料
八
】
魍
続
日
本
紀
』
天
平
二
年
三
月
辛
亥
（
工
十
七
日
）
条

　
　
太
政
富
奏
儒
、
（
A
）
大
学
生
徒
、
既
経
二
歳
月
↓
習
レ
業
庸
浅
、
猶
難
二
黒
達
司
実
是
家
道
困
窮
、
無
レ
物
一
一
資
給
ハ
難
レ
有
レ
好
レ
学
、
不
レ
堪
レ
遂
レ
志
。
望
請
、

　
　
選
二
性
識
聡
慧
藝
業
優
長
者
、
十
人
以
下
五
人
以
上
温
語
精
二
学
問
議
以
加
二
善
誘
弔
傍
賜
田
夏
冬
服
井
食
料
殉
　
（
B
）
又
陰
陽
・
医
術
及
七
曜
・
頒
暦
等
類
、

　
　
国
家
要
道
、
不
レ
得
一
廃
屋
司
露
見
二
諸
博
士
ハ
年
歯
衰
老
。
若
不
一
一
教
授
↓
恐
致
二
専
業
舶
望
仰
二
吉
田
連
宜
・
大
津
連
首
・
御
立
連
清
道
・
難
波
連
吉
成
・

　
　
山
口
忌
寸
田
主
・
私
部
首
石
村
・
志
斐
連
三
田
昇
等
七
人
↓
各
無
二
弟
子
納
将
レ
令
レ
習
レ
業
。
其
時
服
・
食
料
亦
准
二
大
学
生
↓
其
生
徒
陰
陽
・
医
術
各
三

　
　
人
、
曜
・
暦
各
二
人
組
（
C
）
又
諸
蕃
異
域
、
風
俗
不
レ
同
。
若
無
二
訳
語
の
難
二
無
二
ワ
事
。
侃
画
所
粟
田
朝
臣
馬
養
・
播
磨
直
乙
安
・
陽
胡
史
真
身
・
秦
朝

　
　
元
・
文
元
貞
等
五
入
ハ
各
取
漏
弟
子
二
人
“
令
レ
習
一
漢
語
一
者
。
詔
壷
許
レ
之
。
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【
史
料
九
】
『
令
集
解
』
職
員
令
9
陰
陽
繋
条

釈
云
、
天
平
二
年
三
月
二
十
七
日
太
政
官
器
量
、
陰
陽
得
業
生
三
人
・
暦
得
業
生
二
人
、
階
隠
二
大
学
生
殉

【
史
料
十
】
『
令
集
解
』
職
員
令
1
4
大
学
寮
条

釈
云
、
天
平
二
年
三
月
二
十
七
日
奏
、
直
撃
四
人
〈
一
人
文
章
博
士
、
〉
・
律
学
博
士
二
人
、
已
上
同
二
助
教
殉
明
法
生
十
人
・
文
章
生
二
十
人
、
簡
凋
取

雑
任
及
白
丁
聡
慧
一
不
レ
須
レ
限
二
年
多
少
　
也
。
得
業
生
十
人
、
明
経
生
四
人
・
文
章
生
二
人
・
明
法
生
二
入
・
算
生
二
人
、
壷
取
引
生
内
人
性
識
聡
慧
藝

業
優
長
者
4
賜
一
夏
人
別
施
一
疋
・
布
一
端
、
冬
施
二
疋
・
綿
四
屯
・
三
二
端
司
食
料
二
日
二
升
、
堅
魚
・
海
藻
・
雑
魚
各
二
両
、
肥
壺
勺
。

【
史
料
十
一
M
『
令
集
解
』
職
員
令
4
4
典
薬
寮
条

天
平
二
年
三
月
廿
七
日
宮
奏
、
医
得
業
生
三
人
、
並
准
二
大
学
生
｝
也
。
見
二
大
学
寮
野
土
一
也
。

　
『
続
紀
』
の
記
事
は
、
「
又
」
字
を
標
識
と
し
て
三
つ
の
項
目
に
分
け
ら
れ
る
（
【
史
料
八
】
）
。
す
な
わ
ち
、
（
A
）
大
学
生
の
中
か
ら
優
秀
な

者
十
人
以
下
五
人
以
上
を
選
び
、
衣
食
を
支
給
す
る
こ
と
、
（
B
）
吉
田
宜
ら
七
人
に
各
々
弟
子
を
取
ら
せ
、
陰
陽
・
医
術
等
の
業
を
習
わ
し

め
る
こ
と
、
（
C
）
粟
田
馬
養
ら
五
人
に
各
々
二
人
の
弟
子
を
取
ら
せ
、
漢
語
訳
語
を
育
成
す
る
こ
と
、
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
唱
詠
集

解
』
に
は
（
A
）
（
B
）
に
対
応
す
る
記
述
が
見
ら
れ
る
の
で
、
以
下
に
順
を
追
っ
て
両
者
を
比
較
し
て
い
き
た
い
。

　
ま
ず
（
A
）
に
つ
い
て
。
性
識
聡
慧
に
し
て
藝
業
優
長
な
る
者
を
選
ぶ
と
い
う
点
は
共
通
し
て
い
る
が
、
選
ぶ
人
数
は
、
『
続
紀
』
が
十
人

以
下
五
人
以
上
と
す
る
の
に
対
し
、
『
令
集
解
』
は
十
人
（
内
訳
は
明
経
四
人
・
文
章
口
入
・
明
法
二
人
・
算
二
人
）
と
す
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る

の
は
、
『
続
紀
』
の
記
す
「
五
人
」
の
由
来
が
不
明
だ
と
い
う
点
で
あ
る
。
㎎
令
集
解
』
の
記
述
か
ら
五
と
い
う
数
字
が
導
き
出
さ
れ
る
と
は
考

え
難
い
。
ま
た
、
魍
続
紀
』
で
は
「
以
下
」
「
以
上
」
と
い
う
曖
昧
な
表
現
に
な
っ
て
い
る
点
も
注
意
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
点
に
関
し
て
、
古
藤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

真
平
氏
は
、
「
十
人
以
下
五
人
以
上
」
が
満
数
承
認
さ
れ
た
結
果
が
「
得
業
生
十
人
」
以
下
だ
と
み
て
い
る
が
、
従
う
べ
き
見
解
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
衣
服
・
食
料
の
具
体
的
な
支
給
額
は
、
『
資
質
』
に
見
え
ず
『
令
集
解
』
の
み
に
見
え
る
が
、
こ
の
こ
と
も
、
支
給
自
体
が
承
認
さ
れ

て
か
ら
黒
八
体
的
な
額
が
定
め
ら
れ
た
と
考
え
れ
ば
、
理
解
し
や
す
い
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
天
平
二
年
官
奏
は
、
政
策
の
大
綱
を
立
案
し
た
部
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分
と
、
そ
れ
を
承
認
し
細
則
を
定
め
た
部
分
の
二
つ
か
ら
成
り
、
『
続
載
』
は
前
者
に
、
『
令
集
解
』
は
後
者
に
依
拠
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
次
に
（
B
）
に
つ
い
て
。
『
続
紀
』
は
、
吉
田
宜
ら
七
人
制
博
士
に
そ
れ
ぞ
れ
「
弟
子
」
を
取
ら
せ
て
業
を
習
わ
し
め
る
こ
と
を
請
う
て
お

り
、
「
生
徒
」
は
陰
陽
・
医
術
が
各
三
人
、
曜
・
暦
が
各
二
人
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
辞
令
集
解
』
は
、
陰
陽
得
業
生
三
人
・
暦
得
業
生
二
人

（門

j
料
九
】
）
、
医
得
業
生
三
人
（
門
史
料
十
一
】
）
が
置
か
れ
た
と
す
る
。
曜
の
生
徒
二
人
に
相
当
す
る
得
業
生
が
見
え
な
い
の
は
、
令
前
執
筆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

時
に
は
廃
さ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
さ
て
、
弟
子
と
得
業
生
（
生
徒
）
に
つ
い
て
は
、
従
来
同
一
の
実
体
を
指
す
も
の
と
理
解
さ
れ
て

い
る
が
、
両
者
は
本
質
的
に
異
な
る
も
の
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。
弟
子
を
取
る
こ
と
は
、
博
士
が
個
人
名
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
以
上
、
そ
の
個

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

人
が
存
命
中
の
臨
時
的
措
置
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
律
令
官
司
に
よ
る
育
成
制
度
を
も
た
な
い
漢
語
訳
語
が
同
じ
く
弟
子
を
取
る
と
し
て
い

る
こ
と
か
ら
み
て
、
陰
陽
寮
や
典
薬
寮
の
教
育
機
能
に
依
存
し
な
い
独
自
の
措
置
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
得
業
生
は
、
（
A
）
に
見

ら
れ
る
よ
う
に
、
当
該
官
司
の
教
育
機
能
に
即
し
た
、
恒
常
的
な
制
度
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
弟
子
と
得
業
生
と
は
全
く
異
な
る
も
の
で
あ

り
、
当
初
は
弟
子
を
取
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
た
が
、
大
学
寮
に
倣
っ
て
、
陰
陽
寮
や
典
薬
寮
に
も
得
業
生
を
置
く
よ
う
に
修
正
さ
れ
た
と
み
る

の
が
適
切
で
あ
ろ
う
。
『
続
紀
』
は
原
案
に
依
拠
し
つ
つ
「
其
」
以
下
で
修
正
点
を
示
し
て
お
り
、
『
令
集
解
』
は
修
正
後
の
内
容
に
依
拠
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
天
平
二
年
官
奏
は
原
案
の
修
正
や
細
則
の
追
加
を
伴
う
も
の
で
あ
り
、
『
続
日
本
紀
』
と
『
令
集
解
』
と
の
記
述
の
差
異

は
、
『
続
紀
』
が
主
と
し
て
原
案
に
、
『
令
集
解
』
が
修
正
後
の
細
則
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
『
続
紀
』
が
細
則

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

を
記
さ
な
い
の
は
、
詳
細
に
過
ぎ
る
こ
と
は
省
略
す
る
と
い
う
編
纂
方
針
の
た
め
で
あ
り
、
『
令
集
解
』
が
原
案
を
記
さ
な
い
の
は
、
職
員
令

の
注
釈
と
し
て
必
要
で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
た
だ
、
こ
の
よ
う
に
考
え
た
場
合
、
天
平
二
年
宮
奏
が
本
来
ど
の
よ
う
な
形
で
あ
っ
た
か
が
問
題
と
な
る
が
、
そ
の
具
体
的
な
復
原
案
に
つ

い
て
は
敢
え
て
憶
説
を
付
さ
ず
、
問
題
を
今
後
に
残
し
た
い
と
思
う
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
得
業
生
制
度
は
、
当
初
か
ら
大
学
寮
・
陰
陽
寮
・
典
薬
寮
三
司
の
諸
生
を
対
象
と
す
る
制
度
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
た
の
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で
は
な
か
っ
た
。
は
じ
め
は
大
学
寮
の
生
徒
の
み
を
対
象
と
し
て
立
案
さ
れ
た
が
、
陰
陽
寮
・
典
薬
寮
に
も
適
用
す
る
よ
う
に
修
正
さ
れ
、
結

果
的
に
広
く
諸
生
の
修
学
を
援
助
す
る
制
度
と
し
て
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

①
『
三
代
格
』
巻
五
貞
観
十
三
年
（
八
七
一
）
十
二
月
二
十
七
日
付
太
政
官
符
に

　
引
く
家
原
氏
主
解
に
「
神
亀
五
年
初
遣
二
律
学
」
と
あ
る
こ
と
を
も
っ
て
根
拠
と

　
す
る
向
き
も
あ
る
。
し
か
し
、
官
符
の
年
代
か
ら
み
て
家
原
氏
主
解
は
糊
弘
仁

　
格
』
を
参
照
し
て
書
か
れ
た
可
能
性
が
あ
り
、
神
亀
五
年
に
律
学
博
士
が
置
か
れ

　
た
確
実
な
根
拠
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

②
　
な
お
、
川
北
靖
之
氏
は
神
亀
五
年
の
直
講
設
置
が
唐
制
の
影
響
を
受
け
た
も
の

　
で
あ
る
と
指
摘
し
て
お
り
（
「
神
亀
五
年
七
月
廿
～
日
格
に
つ
い
て
」
『
史
料
』
四

　
二
、
一
九
八
七
年
）
、
神
亀
五
年
設
置
の
痘
講
と
律
学
博
士
が
、
い
ず
れ
も
唐
風

　
の
官
名
で
あ
る
点
は
興
味
深
い
。

③
現
存
写
本
で
は
、
同
じ
大
き
さ
の
文
字
で
並
列
に
書
か
れ
て
い
る
が
、
元
来
細

　
字
注
で
あ
っ
た
も
の
が
、
筆
写
の
過
程
で
同
じ
大
き
さ
の
文
字
に
な
っ
て
し
ま
つ

　
た
と
推
測
し
て
お
き
た
い
。
神
亀
五
年
勅
が
収
め
ら
れ
て
い
る
『
三
代
格
睡
巻
四

　
に
つ
い
て
、
現
存
す
る
最
古
の
写
本
は
前
田
家
本
で
あ
り
、
享
禄
元
年
（
一
五
二

　
八
）
三
条
西
公
条
の
晋
写
に
か
か
る
。

④
古
藤
第
一
章
動
④
論
文
、
四
一
頁
。

⑤
従
来
、
「
雑
誌
」
は
舎
人
・
兵
衛
・
帳
内
・
資
人
な
ど
の
下
級
官
人
を
、
「
白

　
丁
扁
は
蔭
子
孫
・
位
子
以
外
の
者
を
指
す
と
解
さ
れ
、
当
該
規
定
は
庶
人
へ
の
門

　
戸
開
放
を
意
味
す
る
も
の
と
評
価
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
「
表
裏
」
を
官
職
区

　
分
上
の
用
語
、
「
白
丁
」
を
出
自
区
分
上
の
用
語
と
別
々
に
捉
え
る
こ
と
に
は
、

　
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
「
雑
任
」
を
宮
職
区
分
以
外
の
意
味
に
解
す
る
こ

　
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
「
白
丁
」
を
出
自
区
分
以
外
の
意
義
に
解
す
る
こ
と
は
さ

　
ほ
ど
困
難
で
は
な
い
。
「
白
丁
」
は
様
々
な
場
面
で
使
わ
れ
、
文
脈
に
よ
っ
て
か

　
な
り
意
味
を
異
に
す
る
言
葉
で
あ
り
、
天
平
二
年
官
奏
の
「
自
耀
し
は
「
雑
任
」

　
と
並
列
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
以
上
、
官
職
区
分
上
の
用
語
と
解
す
べ
き
だ
と
私

　
は
考
え
る
。
（
『
令
集
解
』
儀
制
令
2
2
行
路
条
古
記
・
同
2
3
内
外
官
人
条
跡
記
に
用

　
例
が
あ
る
。
）
つ
ま
り
、
「
二
丁
」
と
は
未
だ
宮
途
に
就
い
て
い
な
い
者
の
こ
と
で

　
あ
り
、
入
学
資
格
の
「
雑
任
及
白
丁
扁
と
は
、
「
雑
酒
の
ポ
ス
ト
に
就
い
て
い
る

　
者
と
、
未
だ
出
身
し
て
い
な
い
者
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
学
生
は
、
大
学
寮
に

　
お
い
て
～
定
の
学
業
を
修
め
て
か
ら
出
身
す
る
、
と
い
う
の
が
令
の
建
前
で
あ
る

　
か
ら
、
白
丁
が
入
学
資
格
を
持
つ
の
は
当
然
で
あ
り
、
私
は
む
し
ろ
雑
任
が
入
学

　
資
格
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
評
価
す
べ
き
と
考
え
る
。
令
規
定
で
は
、
大
学
寮

　
入
学
年
齢
の
上
限
が
十
六
歳
（
学
令
2
大
学
生
条
）
、
旗
色
年
齢
の
下
限
が
十
七

　
歳
で
あ
り
（
『
令
集
解
』
選
叙
令
3
4
授
位
条
）
、
雑
面
の
入
学
は
想
定
さ
れ
て
い
な

　
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
、
政
策
と
し
て
こ
の
時
積
極
的
に
食
堂
を
加
え
た
の

　
か
、
先
行
す
る
実
態
を
追
認
し
た
も
の
か
に
つ
い
て
は
、
な
お
懐
重
な
検
討
が
必

　
要
で
あ
る
。
二
正
潤
氏
は
、
和
銅
八
年
（
七
一
五
）
以
前
に
式
部
雀
試
受
験
者
を

　
有
位
者
に
も
認
め
て
年
齢
制
限
を
削
除
し
た
の
に
合
わ
せ
た
と
み
る
（
「
日
本
古

　
代
の
大
学
と
官
入
登
爾
」
『
ヒ
ス
ト
リ
ア
海
～
九
八
、
二
〇
〇
六
年
、
一
一
一
一
頁
）
。

⑥
文
章
生
の
選
抜
方
法
に
つ
い
て
は
、
開
延
喜
式
臨
式
部
上
獅
文
章
生
試
条
と
大

　
学
寮
3
6
文
章
生
試
条
に
規
定
が
あ
り
、
条
文
の
存
在
は
『
弘
仁
式
匝
ま
で
遡
る
。

　
明
法
生
の
選
抜
方
法
に
つ
い
て
は
、
魍
延
喜
式
臨
に
独
自
の
条
文
が
な
い
が
、
大

　
学
寮
式
鍍
遊
学
試
条
が
混
用
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
遊
学
試
条
は
、
学
令
2
大

　
学
生
条
の
門
八
位
以
上
子
、
情
願
者
聴
」
に
関
す
る
施
行
規
則
に
淵
源
を
も
つ
と

　
み
ら
れ
る
か
ら
、
こ
れ
も
『
弘
仁
式
』
ま
で
遡
る
。

⑦
『
王
代
格
』
巻
四
大
同
三
年
（
八
○
八
）
二
月
四
目
付
太
政
官
符
。

⑧
『
三
代
格
』
巻
四
大
同
元
年
（
八
〇
六
）
十
月
十
｝
日
付
太
政
富
符
。

⑨
『
三
代
格
』
巻
四
大
同
三
年
（
八
○
八
）
十
二
月
十
五
日
付
太
政
官
符
。

⑩
な
お
、
文
章
学
士
と
文
章
生
を
神
亀
五
年
勅
に
移
す
と
、
そ
れ
ら
の
設
遣
を
事
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実
よ
り
遡
っ
て
記
す
こ
と
に
な
る
が
、
同
様
の
例
と
し
て
天
平
神
護
元
年
（
七
六

　
五
）
か
ら
神
亀
五
年
（
七
二
八
）
に
移
さ
れ
た
中
衛
中
将
が
あ
る
（
古
藤
真
平

　
「
中
衛
府
・
近
衛
府
官
員
制
度
の
再
検
討
」
魍
古
代
世
界
の
諸
相
』
晃
洋
書
房
、

　
一
九
九
三
年
、
二
六
三
頁
）
。
し
た
が
っ
て
、
『
弘
仁
格
㎞
の
編
纂
方
針
と
し
て
特

　
に
問
題
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

⑪
『
弘
仁
格
抄
臨
に
よ
れ
ば
、
神
亀
五
年
勅
は
［
式
上
5
］
、
大
同
三
年
官
符
は

　
［
根
上
6
］
と
続
け
て
配
列
さ
れ
て
お
り
、
「
読
み
替
え
」
に
よ
っ
て
、
直
講
二

　
人
と
い
う
『
弘
仁
格
』
編
纂
時
の
定
員
が
わ
か
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
た
（
石
坂

　
第
～
章
注
④
論
文
、
八
八
頁
）
。

⑫
鹿
内
浩
胤
「
田
中
教
忠
旧
蔵
『
天
平
二
年
三
月
記
臨
に
つ
い
て
」
（
田
島
公
編

第
三
章
　
神
亀
・
天
平
改
革
の
性
格
と
そ
の
背
景

第
｝
節
神
魯
五
年
改
革
の
性
格

　
唖
禁
裏
・
公
家
文
庫
研
究
瞼
第
一
輯
、
思
事
閣
出
版
、
二
〇
〇
三
年
中
。

⑬
古
藤
第
一
落
第
④
論
文
、
三
八
頁
。

⑭
『
延
喜
式
』
陰
陽
寮
1
0
学
生
条
に
は
、
陰
陽
得
業
生
・
暦
得
業
生
と
並
ん
で
天

　
文
得
業
生
二
人
が
見
え
、
天
平
二
年
に
置
か
れ
た
曜
の
生
徒
に
相
当
す
る
も
の
と

　
み
ら
れ
る
。

⑮
漢
語
を
学
ぶ
生
徒
が
大
学
寮
に
置
か
れ
た
の
は
、
弘
仁
八
年
（
八
～
七
）
の
こ

　
と
で
あ
る
（
『
日
本
紀
略
』
同
年
四
月
丙
午
〈
十
七
日
目
条
、
『
弘
仁
累
日
触
式
部

　
下
）
。

⑯
『
弘
仁
格
鰍
逸
文
の
場
合
も
同
様
で
、
細
則
は
槻
弘
仁
式
暁
に
収
め
ら
れ
た
の

　
で
あ
ろ
う
。

　
神
亀
五
年
の
改
革
で
は
、
大
学
寮
に
律
学
博
士
二
人
と
直
講
四
人
が
置
か
れ
、
そ
れ
ら
の
待
遇
は
助
博
士
に
准
ず
る
も
の
と
定
め
ら
れ
た
。

　
神
亀
五
年
改
革
の
性
格
を
考
え
る
上
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
律
学
博
士
と
、
『
令
集
解
』
に
見
え
る
養
老
四
年
（
七
二
〇
）
の
「
明
法
博
士
」

と
の
関
係
で
あ
る
。

　
　
【
史
料
十
　
箇
僧
尼
令
1
4
任
僧
綱
条
令
釈

　
　
　
養
老
四
年
二
月
四
日
格
。
問
。
大
学
明
法
博
士
越
智
直
広
江
等
答
。
凡
僧
尼
給
二
公
験
↓
其
数
有
レ
三
。
初
度
零
丁
、
受
戒
給
レ
ニ
、
師
需
給
レ
三
。
毎
レ
給

　
　
　
収
レ
旧
、
傍
注
一
一
殿
字
↓
但
律
師
以
上
者
、
毎
二
遷
任
一
有
一
告
牒
↓
不
レ
在
工
収
レ
旧
之
例
｝
也
。

　
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
文
の
注
釈
は
、
僧
尼
令
2
1
蒔
直
律
条
の
讃
記
に
も
見
え
、
そ
こ
で
は
越
智
広
江
の
肩
書
き
に
「
大
学
」
の
二
字
が
な
く
、
単

に
「
明
法
博
士
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
格
は
、
僧
尼
の
公
験
に
つ
い
て
、
旧
公
験
は
新
公
験
を
与
え
る
た
び
に
三
つ
の
か
、
と
い
う
問
い
に
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対
し
て
（
令
釈
の
引
用
で
は
問
い
の
部
分
が
省
略
さ
れ
て
い
る
）
越
智
広
江
ら
の
行
っ
た
圃
答
が
、
そ
の
ま
ま
法
令
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て

　
①

い
る
。

　
さ
て
、
養
老
四
年
の
明
法
博
士
に
つ
い
て
は
、
律
学
博
士
の
設
置
以
前
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
大
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

か
に
言
っ
て
、
大
学
寮
の
教
官
と
み
る
説
と
、
令
師
の
別
称
と
み
る
説
に
分
か
れ
る
。
令
師
説
は
、
明
法
博
士
が
法
解
釈
の
治
定
を
行
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

る
こ
と
を
重
視
し
、
こ
れ
を
令
師
の
職
掌
に
他
な
ら
な
い
と
み
る
。
し
か
し
、
「
大
学
明
法
博
士
」
と
あ
る
点
は
や
は
り
重
視
す
べ
き
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

「
風
師
大
外
記
正
七
垣
下
伊
吉
連
子
人
」
の
例
か
ら
み
て
も
、
大
学
寮
教
官
た
る
明
法
博
士
が
令
師
を
も
兼
ね
て
い
た
可
能
性
は
十
分
考
え
ら

れ
る
。
明
法
博
士
が
塗
師
の
別
称
で
あ
る
と
限
定
的
に
捉
え
る
必
要
は
な
い
。
養
老
四
年
の
明
法
博
士
は
、
律
令
の
教
授
を
職
掌
と
す
る
大
学

寮
の
教
官
で
あ
り
、
神
亀
五
年
の
律
学
博
士
の
前
身
に
あ
た
る
と
素
直
に
考
え
て
差
し
支
え
な
か
ろ
う
。

　
こ
こ
か
ら
私
は
、
神
亀
五
年
勅
と
は
、
新
た
な
官
職
を
置
い
た
も
の
で
は
な
く
、
す
で
に
実
態
と
し
て
存
在
し
て
い
た
官
職
に
つ
い
て
法
的

に
整
備
し
直
し
た
も
の
と
考
え
る
。
直
講
四
人
に
つ
い
て
も
、
前
身
に
あ
た
る
官
職
は
確
認
で
き
な
い
も
の
の
、
大
宝
令
制
の
大
学
寮
に
お
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

て
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
比
し
て
教
官
の
数
が
不
足
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
早
く
か
ら
定
員
外
の
教
官
を
置
い
て
い
た

可
能
性
は
低
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
神
亀
五
年
七
月
二
十
一
日
に
は
、
大
学
寮
の
他
に
斎
宮
寮
・
内
匠
寮
・
中
衛
府
の
職
員
に
関
す
る
勅
も
出
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

の
う
ち
斎
宮
寮
に
つ
い
て
は
、
従
前
の
職
員
を
踏
襲
・
追
認
す
る
形
で
官
員
・
官
位
網
当
が
定
め
ら
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
大
学
寮
が
同
様
の
性
格
を
も
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
宮
制
改
革
の
一
環
と
し
て
不
自
然
で
は
な
い
。
『
続
日
本
紀
』
に
は
内
匠
寮
・
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

衛
府
が
置
か
れ
た
こ
と
の
み
見
え
て
、
斎
宮
寮
と
大
学
寮
の
三
豊
の
こ
と
は
見
え
な
い
が
、
あ
る
い
は
後
二
者
が
実
態
の
追
認
で
あ
る
こ
と
と

関
係
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
さ
ら
に
官
制
改
革
に
つ
い
て
付
雷
す
れ
ば
、
そ
の
主
眼
は
中
衛
府
の
設
置
（
授
刀
舎
人
寮
の
拡
大
強
化
）
に
あ
り
、
背
景
に
は
光
明
子
所
生
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

皇
太
子
を
め
ぐ
る
政
治
的
な
動
向
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
大
学
寮
は
従
的
・
受
動
的
な
位
置
に
あ
り
、
他
な
ら
ぬ
神
亀
五
年
に
大

20　（484）



神亀五年・天平二年の「学制改革3に関する基礎的考察（桑田）

学
寮
職
員
の
法
整
備
が
行
わ
れ
た
理
由
を
、
大
学
寮
の
主
体
的
な
要
請
に
求
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
神
亀
五
年
以
前
か
ら
、
大
学
寮
に
は
令
外
の
教
官
が
増
員
さ
れ
て
お
り
、
神
亀
五
年
に
至
っ
て
、
そ
の
職
名
・
定
員
・
相

当
位
階
が
正
式
に
定
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
神
亀
五
年
の
前
後
で
学
制
の
実
態
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
は
な
く
、
そ
の
点

に
お
い
て
、
神
亀
五
年
改
革
を
画
期
と
し
て
強
調
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
神
亀
五
年
に
は
文
章
学
士
は
置
か
れ
な
か
っ
た
が
、
こ
の
こ
と
は
神
亀
五
年
以
前
に
後
の
文
章
科
で
行
わ
れ
る
よ
う
な
教
育
が
全
く

行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
文
章
科
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
『
文
選
』
隅
爾
雅
』
の
教
授
は
、
大
宝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

令
で
は
博
士
・
助
博
士
・
音
博
士
の
職
掌
と
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
文
章
学
の
教
宮
を
経
学
の
教
官
か
ら
分
離
し
て
設
置
す
る
と
い
う
発

想
は
、
文
章
を
学
ぶ
学
生
と
経
を
学
ぶ
学
生
と
を
分
離
し
て
教
授
す
る
必
要
性
が
生
じ
て
初
め
て
生
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

第
二
節
　
天
平
二
年
改
革
の
背
景

　
天
平
二
年
の
改
革
で
は
、
第
一
に
、
大
学
寮
に
文
章
学
士
一
人
・
明
法
生
十
人
・
文
章
生
二
十
人
が
置
か
れ
、
明
法
科
と
文
章
科
が
成
立
し

た
。
そ
し
て
第
二
に
、
大
学
寮
・
陰
陽
寮
・
典
薬
寮
に
各
々
得
業
生
が
遣
か
れ
、
学
資
と
し
て
衣
食
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら

の
制
度
は
、
天
平
二
年
以
前
に
は
遡
ら
な
い
薪
し
い
制
度
で
あ
っ
た
。

　
天
平
二
年
改
革
の
性
格
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
は
、
桃
裕
行
氏
の
理
解
が
通
説
と
な
っ
て
い
る
。
重
氏
は
、
天
平
二
年
改
革
の
背
景
に
は
、

蔭
子
孫
の
入
学
忌
避
と
位
子
の
集
中
に
よ
る
大
学
寮
の
成
績
不
振
が
あ
り
、
そ
の
対
策
と
し
て
、
学
制
と
官
吏
登
用
嗣
を
よ
り
緊
密
に
連
絡
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

せ
る
こ
と
で
、
成
績
の
向
上
が
図
ら
れ
た
と
す
る
。
明
法
科
と
文
章
科
を
設
け
た
の
は
、
式
部
省
試
と
学
科
構
成
と
を
対
応
さ
せ
て
学
習
の
効

率
を
上
げ
る
た
め
で
あ
り
、
得
業
生
を
置
い
た
の
は
、
優
秀
な
学
生
を
援
助
し
て
課
試
及
第
を
よ
り
確
実
に
す
る
た
め
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

　
改
革
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
私
も
捲
落
の
理
解
を
支
持
し
た
い
。
し
か
し
、
背
景
の
理
解
に
は
や
や
問
題
が
あ
る
と
考
え
る
。
一
つ
は
、
蔭

子
孫
の
入
学
恩
避
を
大
学
寮
不
振
と
結
び
付
け
て
捉
え
て
い
る
点
で
あ
る
。
大
学
寮
の
不
振
と
は
、
天
平
二
年
官
奏
に
見
え
る
よ
う
に
、
学
生
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が
「
習
レ
業
庸
主
」
に
し
て
「
猶
難
二
博
達
」
い
こ
と
で
、
「
博
達
」
と
は
、
課
試
及
第
を
指
す
と
み
て
よ
い
。
し
か
し
、
蔭
子
孫
は
二
十
一
歳

に
な
る
と
業
の
成
不
に
関
わ
ら
ず
強
制
的
に
退
学
と
な
り
、
諸
舎
人
に
配
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
課
試
及
第
に
よ
っ
て
出
身
す
る
こ
と
は
ほ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ん
ど
期
待
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
蔭
子
孫
の
入
学
者
の
多
寡
は
、
大
学
寮
の
成
績
不
振
と
は
因
果
関
係
が
な
く
、
天
平
二
年
改
革
と

も
つ
な
が
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
も
う
～
つ
は
、
改
革
の
背
景
を
大
学
寮
の
動
向
の
み
に
求
め
て
い
る
点
で
あ
る
。
桃
氏
は
専
ら
大
学
寮
学
制
を
分
析
対
象
と
し
て
い
る
の
で

や
む
を
え
な
い
面
も
あ
る
が
、
得
業
生
制
度
が
大
学
寮
に
と
ど
ま
ら
ず
、
陰
陽
寮
・
典
薬
寮
を
含
め
た
制
度
と
し
て
成
立
し
た
点
は
、
き
ち
ん

と
評
価
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
成
績
不
振
は
大
学
寮
の
み
に
と
ど
ま
る
問
題
で
は
な
く
、
陰
陽
寮
・
典
薬
寮
に
も
及
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

　
天
平
二
年
官
奏
に
よ
れ
ば
、
陰
陽
・
医
術
な
ど
の
分
野
に
お
い
て
は
諸
博
士
が
「
年
歯
鬼
事
」
し
、
も
し
技
能
を
教
授
し
な
け
れ
ば
、
「
絶

業
」
し
か
ね
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
諸
博
士
が
高
齢
に
な
る
ま
で
十
分
な
後
継
者
が
育
て
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
、

陰
陽
寮
・
典
薬
寮
に
よ
る
技
能
官
人
の
育
成
が
十
分
に
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
天
平
二
年
官
奏
に
お
い
て
最
初
に
提
案
さ

れ
た
の
が
、
こ
れ
ら
の
官
司
の
教
育
機
能
に
基
づ
か
ず
、
「
博
士
に
弟
子
を
取
ら
せ
る
こ
と
」
で
あ
っ
た
点
に
、
．
問
題
の
深
刻
さ
が
端
的
に
表

れ
て
い
る
。

　
お
よ
そ
律
令
官
司
の
中
で
博
士
一
生
の
教
育
組
織
を
も
つ
の
は
、
大
学
寮
・
陰
陽
寮
・
典
薬
寮
の
み
で
あ
り
、
漢
籍
の
教
授
に
よ
っ
て
国
家

の
統
治
・
維
持
に
必
要
な
専
門
技
能
を
も
つ
宮
人
を
育
成
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
ら
三
司
の
重
要
な
役
割
で
あ
る
。
天
平
二
年
官
奏
か
ら
は
、
律

令
官
司
に
よ
る
技
能
官
人
の
育
成
が
、
こ
の
時
期
に
そ
ろ
っ
て
…
機
能
不
全
を
起
こ
し
て
い
た
こ
と
を
読
み
取
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、

も
う
一
歩
踏
み
込
ん
で
、
国
家
が
官
司
を
通
じ
て
技
能
官
人
を
育
成
す
る
こ
と
自
体
が
、
こ
の
時
期
に
至
る
ま
で
十
分
に
定
着
し
て
い
な
か
っ

た
と
捉
え
て
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
天
平
二
年
改
革
の
背
景
に
は
、
大
学
寮
の
み
な
ら
ず
、
陰
陽
寮
・
典
薬
寮
も
含
め
た
律
令
宮
司
に
よ
る
技
能
官
人
の
育
成

制
度
全
体
が
、
機
能
を
果
た
し
て
い
な
い
と
い
う
実
態
が
あ
っ
た
。
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で
は
、
な
ぜ
他
な
ら
ぬ
天
平
二
年
に
至
っ
て
、
対
策
が
講
じ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
大

学
寮
に
関
し
て
言
え
ば
、
天
平
二
年
二
月
二
日
の
釈
璽
に
右
中
弁
中
臣
広
見
が
遣
わ
さ
れ
、
宣
等
し
て
博
士
・
学
生
ら
を
慰
労
す
る
と
と
も
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

賜
物
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
異
例
の
措
置
は
、
時
の
政
権
が
天
平
二
年
官
奏
よ
り
二
ヵ
月
近
く
前
の
段
階
で
、
大
学
寮

の
不
振
を
か
な
り
問
題
塾
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
同
時
に
、
こ
の
時
点
で
は
臨
時
の
督
励
に
よ
っ
て
事
態
の
打
開
を
図
ろ
う
と
し

て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
こ
れ
以
後
の
何
か
し
ら
の
で
き
ご
と
が
契
機
と
な
っ
て
、
三
月
二
十
七
日
の
制
度
的
変
革
に
至

っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

①
早
川
庄
八
「
奈
良
時
代
前
期
の
大
学
と
律
令
学
」
（
『
日
本
古
代
官
僚
制
の
研

　
究
瞼
岩
波
書
店
、
一
九
八
六
年
、
初
出
は
｝
九
七
八
年
）
、
四
二
三
一
四
二
四
頁
。

②
利
光
三
津
夫
「
奈
良
時
代
に
お
け
る
大
学
寮
明
法
科
」
（
魍
律
令
制
と
そ
の
周

　
辺
』
慶
応
通
信
、
一
九
六
七
年
、
初
出
は
　
九
六
六
年
）
、
一
一
七
頁
、
野
村
忠

　
夫
「
明
法
試
の
成
立
過
程
」
（
『
律
令
政
治
の
諸
様
梱
㎞
塙
書
房
、
一
九
六
八
年
、

　
初
出
は
一
九
六
七
年
）
、
二
三
一
～
二
三
二
頁
、
柳
井
滋
「
八
世
紀
の
大
学
寮
」

　
（
欄
講
座
日
本
教
育
史
輪
　
一
、
第
一
法
規
出
版
、
　
一
九
八
四
年
）
、
五
二
頁
な
ど
。

③
早
川
注
①
論
文
、
四
；
二
頁
。
水
本
第
一
章
注
③
論
文
、
四
七
〇
～
四
七
一
頁
。

④
久
木
幸
男
「
大
学
立
文
学
科
再
考
」
（
『
日
本
古
代
学
校
の
研
究
㎞
玉
川
大
学
出

　
版
会
、
～
九
九
〇
年
、
初
出
は
一
九
八
三
年
）
、
三
六
八
頁
。

⑤
『
令
集
解
㎞
僧
尼
令
1
4
任
流
網
条
令
釈
。

⑥
古
藤
真
平
「
文
章
科
と
紀
伝
道
」
（
『
古
代
学
研
究
所
研
究
紀
要
㎞
三
、
一
九
九

　
三
年
）
、
四
頁
。
時
代
は
下
る
が
、
元
慶
八
年
（
八
八
四
）
二
月
二
十
五
日
付
菅

　
原
道
真
奏
状
（
『
菅
家
蟹
草
輪
巻
九
・
謝
）
に
も
、
「
明
経
之
学
、
所
レ
習
惟
大
、

　
故
宮
無
二
暫
職
↓
五
人
全
備
」
と
あ
る
。

⑦
新
日
本
古
典
文
学
大
系
槽
続
日
本
愚
生
二
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
年
）
、
五

　
三
二
～
五
三
三
頁
・
補
注
二
七
、
古
川
淳
一
「
斎
宮
寮
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」

　
（
『
日
本
律
令
制
論
集
』
下
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
年
）
、
一
三
七
～
一
四
二

　
頁
。

⑧
『
三
日
本
紀
㎞
神
亀
五
年
八
月
甲
午
条
。
た
だ
し
干
支
に
は
混
乱
が
あ
る
。

⑨
笹
山
晴
生
「
中
衛
府
の
研
究
」
（
『
日
本
古
代
衛
府
制
度
の
研
究
㎞
東
京
大
学
出

　
版
会
、
一
九
八
五
年
、
初
出
は
一
九
五
七
年
）
、
吉
田
孝
「
八
世
紀
の
日
本
」

　
（
糊
岩
波
講
座
日
本
通
史
匝
四
、
一
九
九
四
年
）
。
な
お
、
神
亀
五
年
の
官
制
改
革

　
面
体
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
王
権
あ
る
い
は
律
令
体
制
の
強
化
策
で
あ
る
と
の
理

　
解
が
行
わ
れ
て
い
る
（
中
西
康
裕
「
内
匠
寮
考
」
命
ヒ
ス
ト
り
ア
㎏
九
八
、
一
九

　
八
三
年
〉
、
早
川
庄
八
「
古
代
天
皇
制
と
太
政
官
政
治
」
〈
糊
天
皇
と
古
代
国
家
臨

　
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
〇
〇
年
、
初
出
は
一
九
八
四
年
〉
、
古
川
注
⑦
論
文
な

　
ど
）
。
そ
こ
で
は
、
中
衛
府
は
軍
事
面
の
強
化
、
内
匠
寮
は
物
質
面
の
強
化
、
斎

　
宮
寮
は
精
神
面
の
強
化
と
説
明
さ
れ
る
が
、
大
学
寮
に
つ
い
て
は
、
特
に
説
明
さ

　
れ
な
い
か
異
質
な
も
の
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
、
官
司
自
体
の
整
備

　
と
官
司
内
の
職
員
の
整
備
と
で
は
異
質
と
捉
え
ら
れ
な
く
も
な
い
が
、
勅
が
同
田

　
付
で
あ
る
こ
と
を
重
視
す
れ
ば
、
む
や
み
に
除
外
す
る
こ
と
も
で
き
ま
い
。
私
な

　
り
に
敢
え
て
説
明
を
試
み
る
な
ら
ば
、
中
衛
府
の
「
武
」
に
大
学
寮
の
「
文
」
を

　
対
置
さ
せ
、
以
っ
て
露
骨
な
政
治
色
を
和
ら
げ
よ
う
と
し
た
と
言
え
よ
う
か
。

⑩
大
宝
令
で
は
、
教
科
轡
を
列
記
し
た
学
令
5
経
周
易
尚
書
条
に
「
文
選
・
爾
雅

　
盗
読
」
と
規
定
さ
れ
て
い
た
（
永
石
和
男
「
大
宝
令
学
令
の
復
原
」
㎎
立
正
史
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学
』
　
一
ご
　
、
　
一
九
六
八
年
、
三
九
頁
。
林
紀
昭
・
門
古
代
学
制
の
基
礎
的
考
察
ω
」

　
『
滋
賀
大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要
』
二
六
、
～
九
七
七
年
、
九
九
頁
）
。
ま
た
、

　
学
令
8
先
読
経
文
条
に
も
「
次
読
二
文
選
・
爾
雅
音
」
の
文
琶
が
あ
っ
た
可
能
性

　
が
あ
る
。

⑪
桃
第
一
章
注
②
著
書
、
三
六
～
三
七
頁
。
同
「
上
代
大
学
制
の
推
移
に
つ
い

　
て
」
（
騨
上
代
学
制
論
孜
駄
思
文
閤
出
版
、
一
九
九
三
年
）
、
二
六
二
一
二
六
三
頁
。

⑫
学
令
2
1
被
解
退
去
、
下
下
令
4
6
五
位
子
孫
条
に
よ
る
（
日
本
思
想
大
系
『
律

　
令
輪
岩
波
書
店
、
　
一
九
七
六
年
、
五
九
七
頁
）
。
早
く
は
岩
澤
豊
「
律
令
官
人
の

　
出
身
と
大
学
寮
扁
（
『
国
史
談
話
会
雑
誌
協
二
六
、
一
九
八
五
年
）
、
近
年
で
は
古

　
瀬
奈
津
子
「
宮
入
出
身
法
か
ら
み
た
日
唐
官
僚
制
の
特
質
」
（
咽
日
中
律
令
制
の
諸

　
相
隔
東
方
轡
店
、
二
〇
〇
二
年
）
、
尾
崎
陽
美
「
律
令
国
家
と
学
制
」
（
『
日
本
歴

　
史
翫
六
五
五
、
二
〇
〇
二
年
）
が
、
こ
の
点
を
強
調
し
て
い
る
。

　
　
な
お
、
二
星
潤
氏
は
こ
の
よ
う
な
理
解
に
異
議
を
唱
え
、
唐
制
の
及
第
叙
位
法

　
を
継
受
す
る
際
の
改
変
が
、
五
位
以
上
子
孫
の
及
第
を
想
定
し
た
も
の
と
考
え
ら

　
れ
る
こ
と
、
及
び
神
亀
五
年
（
七
二
八
）
三
月
二
十
八
日
付
太
政
官
奏
（
『
三
代

　
格
㎞
巻
五
）
が
、
下
階
に
叙
す
条
件
と
し
て
五
位
以
上
子
孫
の
秀
才
・
明
経
試
及

　
第
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
を
も
っ
て
、
八
世
紀
初
頭
か
ら
五
位
以
上
子
孫
の
式
部
省

　
試
受
験
が
想
定
・
期
待
さ
れ
て
い
た
と
す
る
（
「
日
本
古
代
の
大
学
と
宮
人
登
用
」

　
『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
　
一
九
八
、
二
〇
〇
六
年
）
。
し
か
し
、
蔭
子
孫
の
及
第
を
想
定

　
し
た
規
定
が
存
在
す
る
の
は
、
蔭
子
孫
が
二
十
一
歳
ま
で
在
学
で
き
る
以
上
、
法

　
体
系
と
し
て
む
し
ろ
当
然
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
と
蔭
子
孫
が
実
際
に
及
第
を
期
待

　
さ
れ
て
い
た
か
否
か
と
は
、
別
の
問
題
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
神
亀
五
年
官

　
奏
に
つ
い
て
も
、
「
井
」
の
用
法
や
対
句
表
現
を
踏
ま
え
た
読
み
方
を
し
て
お
ら

　
ず
（
前
掲
『
ヒ
ス
ト
リ
ア
帰
一
九
八
、
二
二
三
～
二
二
四
頁
に
お
け
る
吉
野
秋
二

　
氏
の
指
摘
を
参
照
）
、
そ
の
解
釈
に
は
従
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
三
星
氏
の
論

　
拠
は
批
判
と
し
て
十
分
で
は
な
く
、
私
は
、
な
お
従
来
の
理
解
に
従
い
た
い
と
思

　
う
。

⑬
『
続
日
本
選
点
天
平
二
年
二
月
下
智
（
二
日
）
条
。
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お
　
わ
　
り
　
に

以
上
、
三
章
に
わ
た
り
、
神
亀
五
年
・
天
平
二
年
の
学
制
改
革
に
つ
い
て
基
礎
的
な
検
討
を
重
ね
て
き
た
。
そ
の
結
果
を
、
も
う
一
度
ま
と

め
て
お
こ
う
。

一
、

二
、

神
亀
五
年
に
は
、
大
学
寮
に
律
学
博
士
二
人
と
直
講
四
人
が
置
か
れ
た
。
こ
れ
は
、
以
前
か
ら
存
在
し
た
令
外
の
教
官
に
つ
い
て
、
法
的

な
整
備
を
行
っ
た
も
の
で
あ
り
、
神
亀
五
年
の
前
後
で
学
制
の
実
態
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

天
平
二
年
に
は
、
①
大
学
寮
に
文
章
学
士
一
人
と
明
法
生
十
人
・
文
章
生
二
十
人
が
置
か
れ
、
文
章
科
と
明
法
科
が
成
立
し
た
。
文
章
学

士
は
謡
講
四
民
か
ら
一
人
を
割
い
て
置
か
れ
た
。
②
大
学
寮
に
十
人
（
明
経
四
人
・
文
章
二
人
・
明
法
二
人
・
舞
二
人
）
、
陰
陽
寮
・
典
薬
寮



神亀五年・天平二年の「学制改革」に関する董礎的考察（桑田）

　
　
に
合
わ
せ
て
十
人
（
陰
陽
三
入
・
医
三
人
・
天
文
二
人
・
暦
二
人
）
の
得
業
生
が
置
か
れ
た
。
得
業
生
制
度
は
、
は
じ
め
大
学
寮
の
生
徒
の
み

　
　
を
対
象
と
し
て
立
案
さ
れ
た
が
、
陰
陽
寮
・
典
薬
寮
の
諸
生
に
も
適
用
す
る
よ
う
修
正
を
受
け
て
成
立
し
た
。
天
平
二
年
改
革
の
背
景
に

　
　
は
、
大
学
寮
・
陰
陽
寮
・
典
薬
寮
に
よ
る
技
能
官
人
の
育
成
制
度
が
、
十
分
に
機
能
し
て
い
な
い
と
い
う
実
態
が
あ
っ
た
。

　
以
上
の
と
お
り
で
あ
る
。
神
亀
五
年
改
革
と
天
平
二
年
改
革
を
一
連
の
も
の
と
し
て
同
列
に
捉
え
る
こ
と
は
で
き
ず
、
制
度
史
上
の
画
期
と

言
え
る
の
は
天
平
二
年
の
み
で
あ
る
こ
と
、
天
平
二
年
改
革
の
背
景
に
大
学
寮
の
問
題
の
み
を
想
定
す
る
こ
と
は
適
切
で
な
く
、
律
令
宮
司
に

よ
る
技
能
官
人
育
成
の
問
題
と
い
う
視
点
か
ら
捉
え
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
、
改
め
て
強
調
し
て
お
き
た
い
。

　
従
来
の
古
代
学
制
研
究
で
は
、
大
学
寮
の
教
育
機
能
の
う
ち
、
儒
教
的
教
養
を
も
つ
官
人
一
般
を
養
成
す
る
側
面
が
強
調
さ
れ
る
き
ら
い
が

あ
り
、
専
門
的
な
技
能
を
も
つ
官
人
を
養
成
す
る
側
面
は
あ
ま
り
重
視
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
技
能
官
人
を
養
成
す
る
機
能
の
み
を
も

つ
陰
陽
寮
や
典
薬
寮
は
、
大
学
寮
と
類
似
し
た
シ
ス
テ
ム
を
も
ち
な
が
ら
、
学
制
の
範
疇
か
ら
は
ほ
と
ん
ど
除
外
さ
れ
て
き
た
。

　
ま
た
、
八
世
紀
か
ら
九
世
紀
に
か
け
て
の
大
学
寮
学
制
の
流
れ
は
、
し
ば
し
ば
蔭
子
孫
の
就
学
・
成
業
が
定
着
し
て
ゆ
く
過
程
と
し
て
把
握

さ
れ
て
き
た
。
そ
の
到
達
点
は
、
文
章
科
が
隆
盛
し
蔭
子
孫
の
人
気
を
集
め
る
九
世
紀
前
半
に
求
め
ら
れ
、
文
章
科
が
成
立
す
る
神
亀
五
年
・

天
平
二
年
の
学
制
改
革
は
、
そ
の
出
発
点
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

　
確
か
に
、
制
度
的
な
前
提
が
成
立
し
た
と
い
う
意
味
で
は
、
天
平
二
年
を
出
発
点
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
し
か
し
、
本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
よ

う
に
、
天
平
二
年
改
革
で
は
技
能
官
人
の
養
成
の
み
が
問
題
と
さ
れ
、
官
人
一
般
の
養
成
は
問
題
と
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
文
章
科
に
多
く
の

蔭
子
孫
が
入
学
す
る
こ
と
は
、
ま
ず
想
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
み
て
よ
い
。
と
す
れ
ば
、
蔭
子
孫
の
就
学
・
成
業
が
実
態
と
し
て
定
着
し
て

ゆ
く
出
発
点
は
、
別
の
と
こ
ろ
に
求
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
一
方
、
技
能
官
人
養
成
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
天
平
二
年
改
革
に
よ
っ
て
解
決

し
た
の
か
否
か
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
な
経
過
を
辿
っ
た
の
か
が
、
改
め
て
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
、
大
学
寮
学
制
に
関
す
る
史
料

は
、
陰
陽
寮
・
典
薬
寮
の
動
向
と
関
連
さ
せ
な
が
ら
読
み
直
す
必
要
が
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
、
ひ
と
ま
ず
は
こ
こ
で
墨
筆
し
た
い
。
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門
付
記
］

で
あ
る
。

本
稿
は
、
二
〇
〇
四
年
一
月
に
京
都
大
学
に
提
出
し
た
修
士
論
文
及
び
同
年
四
月
に
日
本
史
研
究
会
古
代
史
部
会
で
行
っ
た
報
告
に
基
づ
く
も
の
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A　Fundamental　Consideration　of　the

“Educational　Reforms”　of　728　and　730

by

KuwATA　Kuniya

　　The　reformation　of　the　academic　systerr｝　in　the　years　Jinki　5　（728）　arid　Tenpyo　2

（730）　has　been　seen　as　important　in　establishing　the　basic　structure　of　the　ancient

academic　system　by　previous　scholars．　Howevey，　there　has　been　no　scholarly　con－

sensus　on　what　actually　occurred　in　each　of　those　years．　ln　addition，　there　re－

mains　a　need　to　further　examine　the　character　and　the　background　of　the　reform．

This　study　first　examines　the　pertinent　facts　in　the　case．　As　a　result，　it　has　be－

come　clear　that血Jinki　5　two　ritsugaleu　halease（professors　of　law）and　fbur　6加々ん。

（lecturers　on　Confucianism）　were　assigned　to　the　Daigakuryo　and　that　by　Tenpyo

2　places　for　one　monjo　galeushi　（scholar　of　literature），　ten　myobosho　（students　of

law），　and　twenty　monjosho　（students　of　literature）　had　been　set　up．　ln　addition，　I

poin£　out　that　the　establishment　of　the　toleugosho　（scholarship　student）　system　was

first　planned　for　the　Daigakuryo　alone，　but　this　was　revised　so　it　could　be　appljed

to　the　Onmyoryo　and　the　Tenyakuryo．　I　next　examined　the　characSer　and　back－

ground　of　the　reform．　As　a　result　of　this　examination，　1　found　that　the　refonm　of

Jinki　5　revised　the　law，　but　had　little　actuai　effect　on　existing　extra－legal　education－

al　offcials　and　in　the　backgrouncl　of　the　reform　of　Tenpyo　2　was　£he　failure　of　the

Daigakuryo，　Onmyoryo　and　Tenyakuryo　to　function　as　an　educational　system　to

produce　technicaky　qualified　oeecials．

The　Ming’s　Early　Mditary　Policy　toward　the

　　　　　　Mongols　and　lts　Consequences

by

TANII　Yoko

　　Although　the　Mongoi　empire　had　been　able　to　conquer　Chna，　the　Ming　dynasty

could　not　subdue　the　Mongols　by　mifitary　means．　This　fact　was　chiefiy　due　to　the

（634）


